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前
回
に
引
き
続
き
、『
百
詠
和
歌
』
の
注
釈
を
掲
載
す
る
。
今
回
は
、「
天
象

部
」
の
「
月
」
二
首
お
よ
び
「
星
」
二
首
（
胡
志
昂
担
当
）、「
坤
儀
部
」
の
「
石
」

二
首
（
山
部
和
喜
担
当
）、「
芳
草
部
」
の
「
菊
」
二
首
お
よ
び
「
竹
」
二
首

（
中
村
文
担
当
）、「
嘉
樹
部
」
の
「
松
」
二
首
（
山
田
昭
全
担
当
）
の
計
十
二

首
を
掲
載
し
た
。
注
釈
原
稿
は
輪
読
の
場
で
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
意
見
を

受
け
て
は
い
る
が
、
執
筆
の
責
任
が
個
々
の
担
当
者
に
あ
る
こ
と
は
、
前
回

と
同
様
で
あ
る
。
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
、
ご
批
正
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。	
（
中
村
記
）

凡　

例

・
本
稿
は
、源
光
行
著
『
百
詠
和
歌
』
に
注
釈
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。『
百

詠
和
歌
』
の
本
文
は
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
本
（
函
架

番
号
二
〇
一
─
三
五
九
）
に
拠
っ
て
翻
刻
し
、
濁
点
・
句
読
点
を
付
し
た
。

仮
名
遣
い
の
誤
っ
て
い
る
箇
所
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
改
め
、
右
傍
カ
ッ

コ
内
に
元
の
仮
名
遣
い
を
示
し
た
。
底
本
の
ま
ま
で
は
意
味
が
通
ら
な
い

場
合
は
校
訂
を
施
し
、そ
の
左
傍
に
点
を
付
し
て
、も
と
の
形
を
右
傍
カ
ッ

コ
内
に
示
し
た
。

・
摘
句
一
句
と
こ
れ
に
付
さ
れ
た
光
行
注
お
よ
び
和
歌
一
首
を
一
組
と
し
て

掲
出
し
、『
新
編
国
歌
大
観
』第
五
巻
所
収「
百
詠
和
歌
」の
歌
番
号
に
従
っ

て
、
各
組
の
冒
頭
に
番
号
を
振
っ
た
。

・
注
釈
は
本
文
の
翻
刻
に
続
け
て
、【
百
詠
】【
百
詠
注
】【
語
釈
】【
通
釈
】【
余

考
】
の
項
目
を
立
て
て
行
っ
た
。

・【
百
詠
】
に
は
『
百
詠
和
歌
』
の
原
拠
と
な
っ
た
『
李
嶠
百
詠
』
の
詩
句

を
示
し
、
書
き
下
し
文
を
（　

）
内
に
示
し
た
。
詩
句
は
そ
の
関
連
性
を

考
慮
し
て
一
聯
の
形
で
掲
出
し
た
が
、
光
行
の
歌
注
と
関
連
し
な
い
句
に

つ
い
て
は
特
に
注
釈
を
加
え
な
か
っ
た
。

・【
百
詠
注
】
に
は
『
李
嶠
百
詠
』
に
張
庭
芳
が
付
し
た
と
さ
れ
る
注
を
掲

げ
た
。
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
を
胡
志
昂
編『
日
蔵
古
抄
李
嶠
詠
物
詩
注
』

（「
海
外
珍
蔵
善
本
叢
書
」
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
に
拠
っ
て

掲
げ
た
が
、
同
書
の
本
文
に
不
審
が
あ
る
場
合
に
は
、
陽
明
文
庫
蔵
の
百

詠
注
等
を
、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
に
収
め
ら
れ
る
紙
焼

き
写
真
に
よ
っ
て
参
照
し
た
。
割
注
は
〈　

〉
を
用
い
て
示
し
、
読
点
を

施
し
、
書
き
下
し
文
を
（　

）
内
に
付
し
た
。
字
句
に
位
置
の
訂
正
が
補

入
記
号
等
で
示
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
従
っ
て
本
文
を
改
め
た
。

『
百
詠
和
歌
』
注
釈
（
二
）胡　

志
昂
・
山
部
和
喜
・
中
村　

文
・
山
田
昭
全
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慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
百
詠
注
』
の
注
文
に
誤
り
が
あ
っ
て
書
き
下
し
文

が
作
れ
な
い
場
合
に
は
、
他
本
や
出
典
に
従
っ
て
書
き
下
し
た
。
そ
の
根

拠
と
し
た
書
物
名
と
そ
の
本
文
は
、【
百
詠
注
】
の
後
に
※
を
付
し
て
示
し

た
。

・『
百
詠
和
歌
』
が
典
拠
と
し
た
典
籍
を
類
書
等
か
ら
引
用
す
る
場
合
、
類

書
名
・
巻
数
・
項
目
名
の
順
で
典
拠
を
示
し
た
。
ま
た
、
説
話
な
ど
が
複

数
の
典
拠
に
収
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
時
代
的
に
も
っ
と
も
古
い
典

拠
で
代
表
さ
せ
る
か
、『
百
詠
和
歌
』
に
形
が
も
っ
と
も
近
い
も
の
で
示
す

こ
と
が
あ
る
。
な
お
、典
拠
に
つ
い
て
は
、杤
尾
武
編
『
百
詠
和
歌
注
』（
汲

古
書
院
、
一
九
七
九
年
）
か
ら
多
く
の
学
恩
を
受
け
、
本
注
釈
の
記
述
に

も
同
書
と
重
複
す
る
箇
所
が
多
い
が
、
煩
雑
を
避
け
て
い
ち
い
ち
断
ら
な

か
っ
た
点
を
諒
承
さ
れ
た
い
。

・【
語
注
】
等
で
引
用
す
る
和
歌
の
本
文
お
よ
び
歌
番
号
は
、
特
に
断
ら
な

い
限
り
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
っ
た
。
勅
撰
集
の
和
歌
は
撰
集
名
・
部

立
・
歌
番
号
・
作
者
名
の
順
で
示
し
た
。

注　

釈

巻
第
一　

天
象
部
「
月
」

３　

蓂
開
二
八
時　
　

尭
の
時
世
お
さ
ま
り
、
政
す
な
ほ
に
し
て
瑞ズ
イ

草

　

蓂メ
イ
エ
イ英
庭
に
お
ひ
た
り
。
月
の
つ
い
た
ち
よ
り
一
日
に
ひ
と
つ
の
花
を
開
く
。

十
五
日
に
十
五
の
花
あ
り
。
十
六
日
よ
り
ひ
と
日
に
一
の
花
落
て
、
つ
ご

も
り
に
至
て
お
ち
は
て
ぬ
。
も
し
小
月
な
れ
ば
一
の
花
を
の
こ
せ
り
。
又

云
、
つ
い
た
ち
よ
り
ひ
と
葉
ず
つ
お
ひ
て
、
十
六
日
よ
り
ひ
と
葉
ず
つ
お

つ
と
い
へ
り
。
蓂
は
お
つ
二
八
の
時
と
ぞ
あ
る
べ
き
を
、
ひ
ら
く
の
字
お

ぼ
つ
か
な
し
。
も
し
蓂
は
開
二
八
の
時
ま
で
と
心
得
べ
き
に
や
可
勘
之
。

又
月
の
う
ち
に
桂
あ
り
。
十
五
日
ま
で
い
よ
い
よ
あ
き
ら
か
に
さ
か
り
な

り
と
い
へ
り
。

咲
そ
む
る
い
ろ
に
は
れ
ゆ
く
月
影
の
く
も
る
は
花
の
お
つ
る
な
り
け
り

【
百　

詠
】

桂
生
三
五
夕　

蓂
開
二
八
時
（
桂
は
生
る
三
五
の
夕
、蓂
は
開
く
二
八
の
時
）

【
百
詠
注
】

桂　
ハ

生　
ル

三
五　
ノ

夕
〈
南
中
記　
ニ

曰
、
南
洲　
ニ

有
二

八
桂
樹
一

、
生
　
ナ
レ
リ

月
中　
ニ

也
〉（
南
中
記
に

曰
く
、
南
洲
に
八
桂
樹
有
り
、月
の
中
に
生
ず
る
な
り
）。
蓂
開　
ク

二
八　
ノ

時
〈
瑞

応
図
曰
、
尭　
ノ

時
、
蓂
莢
生
レ

庭　
ニ

、
従
レ

朔
至　
ル
マ
デ

十
五
日　
ニ

生　
ズ

二

一
葉
一

、
従
二

十
六

日
一

日
落
二

一
葉　
ヲ

一

也
〉（
瑞
応
図
に
曰
く
、
尭
の
時
、
蓂
莢
庭
に
生
ず
。
朔
よ

り
十
五
日
に
至
る
ま
で
一
葉
ず
つ
生
ず
。
十
六
日
よ
り
日
に
一
葉
ず
つ
落
つ

る
な
り
）。

【
語　

釈
】

　

○
蓂　

蓂
莢
と
も
い
う
。
月
の
暦
を
示
す
伝
説
の
仙
草
。『
帝
王
世
紀
』

に
「
尭
時
、
有
草
夾
階
而
生
、
毎
月
朔
日
生
一
莢
、
至
月
半
則
生
十
五
莢
。

至
十
六
日
後
、
日
落
一
莢
、
至
月
晦
而
尽
。
若
月
小
余
一
莢
、
王
者
以
是
占
暦
。

唯
盛
徳
之
君
、
応
和
気
而
生
、
以
為
尭
瑞
、
名
日
蓂
莢
、
一
名
暦
莢
、
一

名
瑞
草
。（
尭
の
時
、
草
有
り
階
を
夾
み
て
生
じ
、
毎
月
朔
よ
り
日
に
一
莢

生
じ
、
月
半
に
至
り
て
則
ち
十
五
莢
生
ず
。
十
六
日
に
至
る
後
、
日
に
一
莢

落
ち
、
月
晦
に
至
り
て
尽
く
。
若
し
月
小
な
ら
ば
一
莢
余
る
。
王
者
こ
れ
を

以
て
占
歴
す
。
た
だ
盛
徳
の
君
の
み
、
和
に
応
じ
て
生
ず
、
以
て
尭
瑞
と
為

す
。
こ
れ
を
名
づ
け
て
蓂
莢
と
い
ふ
。
一
の
名
は
歴
莢
、
一
の
名
は
瑞
草
）」

（『
太
平
御
覧
』
巻
四
「
月
」）
と
あ
る
。
○
尭　

古
の
伝
説
時
代
の
五
帝
（
黄

帝
・
頊
顓
・
帝
嚳
・
尭
・
舜
）
の
一
人
。
帝
尭
は
陶
唐
氏
と
称
し
、
姓
は
伊

祁
、
名
は
放
勲
と
い
う
。
尭
の
時
世
が
よ
く
治
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。『
史
記
』
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五
帝
本
紀
に
「
帝
尭
者
放
勲
、
其
仁
如
天
、
其
知
如
神
、
就
之
如
曰
、
望
之

如
雲
。（
帝
尭
は
放
勲
。
そ
の
仁
は
天
の
如
く
、
そ
の
知
は
神
の
如
く
、
こ

れ
に
就
け
ば
日
の
如
く
、
こ
れ
を
望
め
ば
雲
の
如
し
）」
と
あ
る
。
○
蓂

英 
蓂
は
蓂
莢
、
英
は
花
。
蓂
莢
は
陰
暦
の
発
生
を
語
る
伝
説
と
し
て
様
々

な
書
物
に
伝
え
ら
れ
た
が
、「
蓂
英
」
の
表
現
は
見
当
た
ら
な
い
。
群
書
類
従

本
は
「
英
」
右
旁
に
「
莢
歟
」
と
あ
る
。
○
つ
い
た
ち　

朔
、
朔
日
。
月
が

立
つ
と
い
う
意
味
で
陰
暦
の
毎
月
一
日
を
い
う
。
○
つ
ご
も
り　

晦
日
、

三
十
日
。
月
が
こ
も
る
と
い
う
意
味
で
陰
暦
の
毎
月
末
日
を
い
う
。
○
可
勘

之　

よ
く
吟
味
す
べ
き
で
あ
る
。
勘
は
く
ら
べ
て
考
え
る
、
つ
き
合
わ
せ
て

調
べ
る
意
。
○
桂　

こ
こ
で
は
月
の
桂
樹
を
い
う
。
月
桂
は
月
の
満
ち
欠
け

に
随
い
消
長
す
る
と
い
う
伝
説
。
虞
喜
安
「
天
論
」
に
「
俗
伝
、
月
中
仙
人

桂
樹
、
今
視
其
初
生
、
見
仙
人
之
足
漸
巳
成
形
、
桂
樹
後
生
。（
俗
に
伝
ふ
、

月
中
の
仙
人
の
桂
樹
は
、
今
そ
の
初
め
て
生
ず
る
を
視
る
に
、
仙
人
の
足
漸

く
巳
に
形
成
る
を
見
る
の
み
、桂
樹
後
に
生
ず
）」（『
初
学
記
』
巻
一
「
天
」）

と
あ
る
。
○
そ
む
る　
「
初
め
る
」
と
「
染
め
る
」
に
掛
け
た
掛
詞
。
○
は

れ
ゆ
く
月
影　

覆
い
遮
る
も
の
が
な
く
な
り
、
月
影
や
花
の
色
が
鮮
明
に
な

る
様
を
表
す
。
和
歌
に
「
雲
晴
月
明
」
の
歌
題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
知
ら

れ
る
よ
う
に
空
晴
れ
て
月
明
ら
か
な
光
景
が
好
ん
で
詠
ま
れ
た
。

【
通　

釈
】

〈
句
〉　

尭
の
時
蓂
莢
と
い
う
月
の
暦
を
示
す
仙
草
が
一
日
よ
り
十
五
日
ま
で

日
に
一
つ
ず
つ
莢
が
出
来
、
十
六
日
か
ら
一
莢
ず
つ
落
ち
て
い
く
。

〈
注
〉　

古
の
聖
帝
尭
の
時
、
世
の
中
が
穏
や
か
に
治
ま
り
、
政
治
は
素
朴

　
　
　

で
あ
っ
た
。
瑞
草
の
蓂
莢
が
尭
の
庭
に
生
え
、
陰
暦
の
一
日
か
ら
日

に
一
つ
ず
つ
花
が
咲
き
、
十
五
日
に
は
十
五
の
花
が
咲
く
。
十
六
日

か
ら
日
に
一
花
ず
つ
散
り
、
晦
日
に
は
散
り
尽
く
す
。
も
し
小
の
月

な
ら
一
つ
の
花
が
残
る
。
ま
た
、
一
日
か
ら
葉
が
一
枚
ず
つ
生
え
、

十
六
日
か
ら
一
葉
ず
つ
散
る
と
も
い
わ
れ
る
。
蓂
草
は
十
六
日
か
ら

散
る
と
い
う
べ
き
な
の
に
、
開
く
と
い
う
字
は
落
ち
着
か
な
い
。
或

い
は
蓂
草
は
十
六
日
ま
で
開
く
と
理
解
す
べ
き
か
、
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
月
の
中
に
桂
の
木
が
あ
り
、
十
五
日
の
満
月
に
な

る
に
つ
れ
ま
す
ま
す
明
る
さ
を
増
す
と
い
う
。

〈
歌
〉　

蓂
草
が
一
花
ず
つ
咲
き
始
め
る
に
つ
れ
そ
の
色
に
染
ま
っ
て
明
る
さ

を
増
し
て
ゆ
く
月
光
が
曇
り
始
め
る
の
は
蓂
草
の
花
が
散
り
始
め
る

か
ら
よ

【
余　

考
】

　

光
行
注
は
百
詠
の
古
注
と
異
な
り
、
独
自
の
注
解
を
施
す
こ
と
が
あ
る
の

は
、「
ひ
ら
く
の
字
お
ぼ
つ
か
な
し
」
と
い
う
判
断
が
端
的
に
示
し
て
い
る
。

句
中
「
開
」
の
字
は
明
活
字
本
・
全
唐
詩
本
「
分
」
に
作
る
。
こ
の
異
文
は

北
宋
の
初
め
に
成
っ
た
『
文
苑
英
華
』
に
遡
る
の
で
、
光
行
は
異
本
の
存
在

を
知
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
本
文
の
用
字
を
「
お
ぼ

つ
か
な
し
」
と
判
断
し
な
が
ら
も
底
本
を
そ
の
ま
ま
に
し
た
と
こ
ろ
に
、
由

緒
の
古
い
本
文
を
尊
重
す
る
態
度
が
現
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
対
し
て
、
注

に
あ
る
「
蓂
英
」
な
る
語
句
が
漢
籍
に
見
当
た
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ル
ビ
を
振
っ
て
ま
で
「
英
」
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
詩
注
の
和
訳
や
和
歌
と

の
照
応
の
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
注
は
出
典
を
明
示

し
て
い
な
い
。
古
注
に
対
す
る
姿
勢
が
こ
こ
に
も
伺
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
注
「
月
の
う
ち
に
桂
あ
り
」
云
々
以
下
は
、
詩
句
「
蓂
開
二
八
時
」

で
は
な
く
、
そ
の
上
の
句
「
桂
生
三
五
夕
」
の
注
を
取
り
込
ん
で
生
か
し
た

も
の
で
あ
る
。
初
学
記
の
事
対
で
も
同
じ
二
つ
の
典
拠
を
並
べ
て
い
る
。

　

歌
は
蓂
草
の
伝
説
を
踏
ま
え
つ
つ
和
歌
の
常
用
表
現
で
詩
句
の
趣
意
を
流
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麗
に
織
り
出
し
て
い
る
。

４　

分
レ

輝
　
　
　
ヲ

度
鵲
鏡　

月
の
一
の
名
に
破
鏡
と
云
。
光
を
わ
か
つ
と
は
月
の

影
は
じ
む
る
な
り
。
昔
、
女
お
と
こ
あ
り
け
り
。
世
の
み
だ
れ
に
あ
ひ
て

わ
か
れ
て
と
を
き
国
へ
ゆ
く
と
き
、
鏡
を
わ
り
て
か
た
鏡
づ
ゝ
取
て
か
た

み
と
し
て
さ
り
ぬ
。
こ
の
女
心
な
ら
ず
夫
し
て
け
り
。
時
に
か
た
か
ゞ
み

か
さ
ゝ
ぎ
に
な
り
て
、
は
る
か
に
と
び
て
お
と
こ
の
か
ゞ
み
と
一
に
な
り

ぬ
。
お
と
こ
、
あ
は
れ
と
お
も
ひ
し
り
ぬ
。
後
の
人
、
鏡
を
い
て
、
う
ら

に
か
さ
ゝ
ぎ
を
う
つ
せ
り
。
こ
の
こ
と
は
、
鄭
の
人
曹
文
と
い
へ
り
。

へ
だ
て
こ
し
昔
の
か
げ
も
か
へ
り
き
て
あ
ひ
見
る
月
の
鏡
な
り
け
り

【
百　

詠
】

分
暉
度
鵲
鏡　

流
影
入
蛾
眉
（
暉
を
分
ち
て
鵲
鏡
度
り
、
影
を
流
し
て
蛾
眉

に
入
る
）

【
百
詠
注
】

分　
テ

レ

暉
　
ヒ
カ
リ
ヲ

度　
ル

二

鵲　
ノ

鏡　
ソ

一

〈
神
異
経
日
、
昔
有
二

夫
婦
一

、
将　
ニ

レ

別　
ン
ト、

打　
テ

レ

鏡　
ヲ

破
、
方　
ニ

執
二

一
片
一

以
為
レ

信
　
カ
タ
ミ
ト
　。

其
妻
與
レ

人
和
通　
ス

、
其　
ノ

片
鏡
化　
シ
テ

為　
テ

二

飛
鵲　
ト

一

、
至　
ル

二

夫　
ノ

前　
ニ

一

、
夫
乃
知　
レ
リ
　レ

之　
ヲ

。
後
人
鋳
レ

鏡　
ヲ

、
因　
テ

為　
テ

レ

鵲　
ヲ

安
二

背
上
一

也
〉（
神
異
経
に
曰

く
、
昔
夫
婦
有
り
、
将
に
別
れ
ん
と
し
鏡
を
打
ち
破
り
、
方
に
一
片
を
執
り

以
て
信
と
す
。そ
の
妻
人
と
和
通
す
。そ
の
片
鏡
化
し
て
飛
鵲
と
為
り
、
夫
の

前
に
至
る
。
夫
乃
ち
こ
れ
を
知
る
。
後
人
鏡
を
鋳
る
に
、因
り
て
鵲
を
為
り

背
上
に
安
く
な
り
）。流
レ

影　
ヲ

入　
ル

二

蛾　
ノ

眉　
ニ

一〈
鮑
明
遠　
カ

玩
レ

月
詩　
ニ

曰
、娟
娟　
　
ト
シ
テ

似　
タ
リ

二

蛾　
ノ

眉　
ニ

一

〉（
鮑
明
遠
が
月
を
玩
ぶ
詩
に
曰
く
、
娟
娟
と
し
て
蛾
眉
に
似
た
り
）

【
語　

釈
】

○
暉
を
分
か
つ　

満
月
を
二
分
す
る
形
の
弦
月
を
い
う
。『
易
緯
・
乾
鏧
度
』

に
「
月
、
三
日
成
魄
、
八
日
成
光
。（
月
は
三
日
に
魄
を
成
し
、
八
日
に
光

を
成
す
）」（『
芸
文
類
聚
』
巻
一
「
月
」）
と
あ
る
。
○
鵲
鏡　

裏
に
鵲
の
形

を
鋳
造
し
た
銅
鏡
の
こ
と
。
二
つ
に
割
っ
た
鏡
の
形
見
の
片
方
が
鵲
と
化
し

て
夫
の
前
に
飛
ん
で
行
っ
た
こ
と
か
ら
妻
の
不
貞
が
露
見
し
た
故
事
に
よ
る
。

『
神
異
經
』
に
「
昔
有
夫
妻
将
別
、
破
鏡
、
人
執
半
以
為
信
。
其
妻
與
人
通
、

其
鏡
化
鵲
飛
至
夫
前
、
其
夫
乃
知
之
。
後
人
因
鋳
鏡
、
為
鵲
安
背
上
、
自
此

始
也
。（
昔
夫
妻
有
り
、
将
に
別
れ
ん
と
し
鏡
を
破
り
、
一
人
し
て
半
を
執

り
以
て
信
と
為
す
。
そ
の
妻
人
と
通
ず
。
そ
の
鏡
鵲
と
化
し
、
飛
び
て
夫
の

前
に
至
る
。
そ
の
夫
乃
ち
こ
れ
を
知
る
。
後
人
因
り
て
鏡
を
鋳
る
に
鵲
を
為

り
て
背
の
上
に
安
く
は
こ
こ
に
始
ま
る
）」（『
太
平
御
覧
』巻
七
百
十
七「
鏡
」）

と
あ
る
。
○
破
鏡　

月
の
別
称
。
鏡
を
破
っ
た
よ
う
に
欠
け
た
形
の
月
を
い

う
。
○
影
は
じ
む
る　

陰
り
始
め
る
。
月
が
欠
け
始
め
る
こ
と
。
○
か
た
鏡

　

鏡
を
二
つ
に
割
っ
た
そ
の
片
割
れ
。
○
か
た
み　

形
見
は
本
来
過
去
の
思

い
出
の
種
と
な
る
品
物
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
漢
語
「
信
」
の
訳
で
信

義
を
守
り
通
し
再
会
を
約
束
す
る
証
の
意
。
○
心
な
ら
ず　

自
分
の
本
心
で

は
な
い
。
不
本
意
に
も
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
○
う
つ
す　

原
物
に

な
ぞ
ら
え
て
模
造
す
る
こ
と
。
○
鄭　

春
秋
時
代
の
国
ま
た
は
そ
の
故
地
を

い
う
。
今
の
河
南
省
新
鄭
市
一
帯
。
○
曹
文　

人
名
。
他
の
事
跡
は
未
詳
。

○
へ
だ
つ　
「
隔
つ
」
は
空
間
或
い
は
時
間
上
離
れ
て
い
て
、
間
に
障
害
と

な
る
物
事
が
存
在
す
る
こ
と
を
い
う
。
○
か
げ　

日
、
月
、
灯
火
等
の
光
。

ま
た
光
に
よ
っ
て
映
し
出
さ
れ
る
物
の
陰
影
。
和
歌
で
は
影
が
形
か
ら
離
れ

な
い
こ
と
か
ら
あ
る
も
の
に
付
き
添
う
も
の
を
喩
え
る
。「
よ
る
へ
な
み
身

を
こ
そ
と
を
く
隔
つ
れ
心
は
君
が
影
と
成
り
に
き
」（
古
今
・
恋
619
詠
人
不

知
）。
○
あ
ひ
見
る　
「
相
見
る
」「
逢
見
る
」
は
逢
い
た
い
も
の
、
恋
し
い

も
の
と
逢
う
、
一
緒
に
な
る
の
意
。「
恋
ひ
こ
ひ
て
あ
ひ
み
る
夜
は
の
う
れ

し
き
に
日
比
の
う
さ
は
い
は
じ
と
ぞ
思
ふ
」（
玉
葉
集
・
恋
1430
実
泰
）
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【
通　

釈
】

〈
句
〉　

光
り
輝
く
満
月
を
二
分
す
る
弦
月
は
恰
も
二
つ
に
割
っ
た
鏡
の
片
方

が
鵲
と
化
し
て
空
を
渡
っ
て
い
る
よ
う
。

〈
注
〉　

月
の
別
名
は
破
鏡
と
い
う
。
光
を
分
け
る
と
い
う
の
は
月
が
陰
り

　
　
　

始
め
る
こ
と
で
あ
る
。
昔
あ
る
夫
婦
が
い
た
。
世
情
の
騒
乱
に
遭
遇

し
て
、
二
人
は
別
れ
て
遠
く
の
国
へ
避
難
し
て
い
く
際
、
銅
鏡
を
二

つ
に
割
り
そ
れ
ぞ
れ
片
方
を
取
っ
て
再
開
を
約
束
す
る
証
と
し
て
別

れ
て
行
っ
た
。
そ
の
後
女
は
不
本
意
に
も
別
の
男
と
結
婚
し
た
。
そ

の
時
に
鏡
の
片
割
れ
が
鵲
と
化
し
て
遥
か
な
距
離
を
飛
ん
で
い
っ
て
、

元
の
夫
の
持
つ
片
方
の
鏡
と
一
つ
に
な
っ
た
。
夫
は
悲
し
く
思
い
、

妻
の
再
婚
を
知
っ
た
。
そ
の
後
世
の
人
々
が
鏡
を
鋳
る
と
き
、
鏡
の

裏
に
鵲
の
形
を
鋳
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
故
事
は
主
人
公
は
鄭

の
人
、
曹
文
と
い
う
。

〈
歌
〉　

遠
く
離
れ
て
い
た
昔
の
影
の
よ
う
に
付
き
添
っ
て
い
た
も
の
も
帰
っ

て
き
て
破
れ
た
鏡
も
円
い
一
枚
に
戻
っ
た
月
の
よ
う
な
鏡
で
は
な
く
、

遮
ら
れ
見
え
な
く
な
っ
た
元
の
影
の
部
分
も
輝
き
を
取
り
戻
し
、
光

と
影
と
が
相
輝
く
鏡
に
喩
え
ら
れ
た
月
で
あ
る
こ
と
よ

【
余　

考
】

　

底
本
「
影
は
じ
む
る
」
は
群
書
類
従
本
、内
閣
文
庫
本
（
２
０
１
・
３
４
８
）

に
「
か
け
は
じ
む
る
」
と
あ
る
か
ら
、「
陰
り
始
む
る
」「
欠
け
始
む
る
」
の

意
。
だ
が
、
詩
語
「
暉
を
分
か
つ
」
と
は
満
月
を
二
分
す
る
半
円
の
弦
月
を

い
い
、
正
に
円
い
鏡
を
二
つ
に
割
っ
た
形
に
な
る
。
こ
れ
で
鵲
鏡
の
故
事
も

首
尾
よ
く
一
句
の
詩
に
納
ま
る
。
つ
ま
り
、
上
の
句
は
陰
暦
八
日
の
弦
月
を

詠
み
、
下
の
句
「
蛾
眉
」
に
喩
え
ら
れ
る
陰
暦
三
日
の
新
月
と
対
に
な
る
の

で
あ
る
。
満
月
の
頂
点
は
十
五
（
三
五
）
日
と
も
十
六
日
（
二
八
）
と
も
い

わ
れ
る
首
聨
を
受
け
る
頷
聨
と
し
て
極
め
て
緻
密
な
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え

な
い
。

巻
第
一　

天
象
部
「
星
」

５　

蜀
郡
ニ

霊
槎サ

転
ズ　
　

天
河
う
み
と
一
に
流
れ
た
り
。
昔
、
海
渚
に
す
む

人
あ
り
。
年
々
の
六
月
に
、
う
き
木
に
の
り
て
行
き
帰
る
こ
と
、
期
を
た

が
へ
ず
。
こ
の
人
、
か
て
を
も
ち
て
う
き
木
に
の
り
て
さ
り
ぬ
。
う
か
び

い
で
ゝ
、
日
の
く
れ
夜
の
あ
く
る
も
お
ぼ
え
ず
な
り
ぬ
。
遥
に
行
て
一
の

家
に
い
た
り
ぬ
。
屋
舎
あ
り
。
お
く
を
み
れ
ば
、
あ
ま
た
の
は
た
織
女
、

ひ
と
り
の
う
し
ひ
け
る
お
と
こ
あ
り
。
こ
ゝ
は
い
づ
れ
の
所
ぞ
と
問
に
、

汝
か
へ
り
て
蜀
郡
の
厳
君
平
に
と
へ
と
答
て
、
支
機
石
を
あ
た
ふ
。
こ
れ

を
え
て
か
へ
り
ぬ
。
君
平
に
と
ふ
に
、
君
平◦

が（
と
）い
は
く
、
其
年
の
そ
の
月

の
其
日
、
客
星
牛
斗
と
う
を
ゝ
か
し
き
。
則
汝
が
天
河
に
い
た
れ
り
け
る

な
り
と
い
へ
り
。

空
に
し
る
人
も
あ
り
け
り
あ
ま
の
河
く
も
の
う
き
木
の
波
の
か
よ
ひ
路

【
百　

詠
】

蜀
郡
霊
槎
転　

豊
城
宝
気
新（
蜀
郡
に
霊
槎
転
じ
、豊
城
に
宝
気
新
た
な
り
。）

【
百
詠
注
】

蜀
郡　
ニ

霊
槎
転　
ズ

、〈
博
物
志　
ニ

曰
、
海
渚
人
見
二

浮
槎　
ヲ

一

、
乃
携　
テ

レ

糧　
ヲ

レ

上
レ

槎　
ニ

至
二

天
河

一

見
二

織
女　
ヲ

一

。
又
一
人
牽
レ

牛　
ヲ

以
二

支
機
玉
石　
ヲ

一

與
レ

人　
ニ

、
令
レ

問
二

蜀
郡　
ノ

厳
君
平　
ニ

一

。

厳
君
平
曰
、
其
月
日
客
星
犯
二

斗
牛　
ヲ

一

、
即
此
人
二

至
天
河
一

也
〉（
博
物
志
に

曰
く
、
海
渚
の
人
浮
槎
を
見
、
す
な
は
ち
糧
を
携
へ
て
槎
に
上
り
、
天
河
に

至
り
て
織
女
を
見
る
。
又
一
人
牛
を
牽
き
、
支
機
玉
石
を
以
て
こ
の
人
に
與

へ
、
蜀
郡
の
厳
君
平
に
問
は
し
む
。
厳
君
平
曰
く
、
そ
の
月
日
、
客
星
斗
牛

を
犯
す
、
即
ち
こ
の
人
天
河
に
至
る
な
り
）。
豊
城
宝
気
新　
ナ
リ
　。〈

晋
書　
ニ

、
張
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華
見　
ル
ニ

牛
斗　
ノ

間
有
二

宝
気
一

、
乃
令
二

雷
煥　
ヲ

爲
ニ

豊
城　
ノ

令　
ト

一

、
移
二

獄
屋
一

得
レ

掘
二

宝

剣　
ヲ

一

也
。〉（
晋
書
に
い
う
、
張
華
見
る
に
牛
斗
の
間
に
宝
気
有
り
、
乃
ち
雷

煥
を
令
し
て
豊
城
の
令
と
爲
し
、
獄
屋
を
移
し
宝
剣
を
掘
る
こ
と
得
る
な

り
。）

【
語　

釈
】

○
蜀
郡　

古
く
は
蜀
の
地
、
秦
の
時
郡
が
設
置
さ
れ
た
。
今
の
四
川
省
中
部

に
当
た
る
。
○
霊
槎　

槎
は
水
に
浮
か
ぶ
流
木
、
ま
た
は
い
か
だ
。
霊
槎
は

海
・
黄
河
と
天
の
川
と
の
間
を
往
復
し
異
界
に
通
ず
る
仙
人
の
筏
を
い
う
。

『
博
物
志
』
に
「
旧
説
、
天
河
與
海
通
。
近
世
有
居
海
渚
者
、
年
年
八
月
有

浮
楂
来
過
、
甚
大
、
往
反
不
失
期
。
此
人
乃
多
齎
糧
乗
楂
去
、
忽
忽
不
覚
昼

夜
、
奄
至
一
処
、
有
城
郭
屋
舎
、
望
室
中
多
見
織
婦
、
見
一
丈
夫
牽
牛
渚
次

飲
之
。
此
人
問
此
為
何
処
。
荅
曰
、問
厳
君
平
。
此
人
還
、問
君
平
。
君
平
曰
、

某
年
某
月
有
客
星
犯
牛
斗
、
即
此
人
乎
。（
旧
説
に
い
ふ
、
天
河
は
海
と
通
ず
。

近
世
海
渚
に
居
る
も
の
有
り
、
年
年
八
月
に
浮
槎
の
来
り
過
ぐ
る
有
り
、
甚

だ
大
に
し
て
、
往
反
す
る
こ
と
期
を
失
は
ず
。
こ
の
人
す
な
は
ち
多
く
粮
を

齎
ち
、
槎
に
乗
り
て
去
る
。
忽
忽
と
し
て
昼
夜
を
覚
へ
ず
、
庵
ち
一
処
に
至

る
。
城
郭
屋
舎
有
り
、室
中
を
望
め
ば
、多
く
織
婦
を
見
る
。
一
丈
夫
を
見
る
、

牛
を
牽
き
て
渚
次
に
こ
れ
に
飲
ま
し
む
。
こ
の
人
問
ふ
、
こ
こ
は
何
処
ぞ
と
。

答
へ
て
曰
く
、
厳
君
平
に
問
へ
と
。
こ
の
人
還
り
て
君
平
に
問
ふ
。
君
平
曰

く
、某
年
某
月
客
星
の
牛
斗
を
犯
す
も
の
有
り
、す
な
は
ち
こ
の
人
な
り
や
）」

と
あ
る
。
○
厳
君
平　

厳
は
姓
、
君
平
は
字
、
名
を
遵
（
尊
）
と
い
う
。
漢

の
時
蜀
の
成
都
の
市
で
ト
占
を
生
業
と
し
人
々
を
導
い
た
隠
遁
の
賢
者
、
楊

雄
も
若
い
時
師
事
し
た
。『
漢
書
』
王
貢
両
龔
鮑
伝
に
「
君
平
ト
筮
於
成
都
市
、

以
為
ト
筮
者
賤
業
而
可
以
惠
衆
人
。
有
邪
惡
非
正
之
問
、
則
依
蓍
亀
為
言
利

害
、
與
人
子
言
依
於
孝
、
與
人
弟
言
依
於
順
、
與
人
臣
言
依
於
忠
、
各
因
執

導
之
以
善
、
従
吾
言
者
巳
過
半
矣
。（
君
平
、
成
都
の
市
に
ト
筮
す
。
以
為

へ
ら
く
、
ト
筮
は
賤
業
に
し
て
以
て
衆
人
に
惠
む
べ
し
。
邪
惡
非
正
の
問
有

ら
ば
、
則
ち
蓍
亀
に
依
り
て
た
め
に
利
害
を
言
ひ
、
人
の
子
と
言
は
ば
孝
に

依
り
、
人
の
弟
と
言
は
ば
順
に
依
り
、
人
の
臣
と
言
は
ば
忠
に
依
り
、
お
の

お
の
執
に
因
り
て
こ
れ
を
導
く
に
善
を
以
っ
て
せ
ば
、
吾
が
言
に
従
ふ
者
巳

に
過
半
な
ら
ん
と
）」。
○
支
機
石　

天
界
で
織
姫
の
機
を
支
え
る
と
い
う
伝

説
の
石
。『
荊
楚

時
記
』
に
「
張
騫
尋
河
源
、
得
一
石
示
東
方
朔
。
朔

曰
、
此
石
是
織
女
支
機
石
、
何
至
於
此
。（
張
騫
河
源
を
尋
ね
、
一
石
を
得

て
東
方
朔
に
示
す
。
朔
曰
く
、
こ
の
石
こ
れ
織
女
の
支
機
石
な
り
、
何
ぞ
此

に
至
ら
ん
や
）」（『
太
平
御
覧
』
石
）
○
君
平
が　

底
本
「
君
平
と
」
と
あ
る
。

内
閣
文
庫
本
（
２
０
１
、３
４
８
）
に
従
う
。
○
客
星　

一
定
の
軌
道
を
回

わ
る
星
に
対
し
て
一
時
的
に
出
現
す
る
星
を
い
う
。
○
牛
斗　

牽
牛
星
と
北

斗
星
。
諸
本
「
牛
斗
」
の
下
に
「
と
う
」
の
二
字
が
見
え
る
が
、
衍
字
か
。

○
空
に
し
る　

目
に
見
え
な
い
物
事
や
景
色
を
な
ん
と
な
く
想
像
す
る
意
を

表
す
歌
語
。
空
は
天
空
と
空
想
を
掛
け
る
掛
詞
。
○
う
き
木　

海
・
河
に
浮

か
ぶ
流
木
、
ま
た
は
筏
を
い
う
。『
俊
頼
髄
脳
』
に
張
騫
が
天
の
河
の
源
を

尋
ね
て
織
女
・
牽
牛
星
に
出
合
っ
た
故
事
を
踏
ま
え
た
昔
の
采
女
の
伝
承
歌

「
天
の
川
浮
木
に
の
れ
る
我
な
り
や
あ
り
し
に
も
あ
ら
ず
世
は
な
り
に
け
り
」

を
記
す
。
彼
女
は
こ
の
歌
で
帝
の
寵
愛
を
取
り
戻
す
が
、
後
に
垂
仁
天
皇
の

「
い
け
ご
け
の
御
陵
」
の
陪
塚
に
生
き
な
が
ら
埋
め
ら
れ
た
と
い
う
。
采
女

に
ま
つ
わ
る
説
話
は
制
度
上
の
関
係
も
あ
っ
て
奈
良
朝
を
下
ら
な
い
も
の
が

多
い
が
、
天
の
川
を
行
き
来
す
る
浮
木
を
詠
む
和
歌
は
や
が
て
「
あ
ま
の
川

か
よ
ふ
浮
木
に
こ
と
と
は
む
紅
葉
の
橋
は
ち
る
や
ち
ら
ず
や
」（
新
古
今
・
雑

1655
実
方
）
と
い
う
洗
練
さ
れ
た
詠
風
に
結
実
し
て
い
る
。
○
か
よ
ひ
路　

通

い
路
は
行
き
交
う
通
路
の
こ
と
。
天
上
に
想
像
さ
れ
る
雲
の
交
い
路
は
夙
に
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六
歌
仙
の
一
人
、
遍
昭
の
歌
「
あ
ま
つ
風
雲
の
か
よ
ひ
路
吹
と
ぢ
よ
乙
女
の

姿
し
ば
し
と
ど
め
ん
」（
古
今
集
・
雑
872
）
に
よ
っ
て
親
し
ま
れ
、
当
該
歌

も
「
雲
」
と
取
り
合
わ
せ
て
い
る
。「
波
の
か
よ
ひ
路
」
も
新
古
今
あ
た
り

か
ら
歌
語
と
し
て
多
く
使
わ
れ
た
。「
見
し
人
の
お
も
か
げ
と
め
よ
清
見
か

た
袖
に
せ
き
も
る
波
の
通
路
」（
新
古
今
集
・
恋
1333
雅
経
）。
が
、
天
の
河
の

「
波
の
か
よ
ひ
路
」
を
詠
む
当
該
歌
は
、
恐
ら
く
詩
に
詠
ま
れ
た
織
姫
が
天

の
川
を
渡
る
七
夕
の
光
景
「
藻
帳
越
星
波
、
玉
飾
渡
雲
川
。（
藻
帳
星
の
波

を
越
え
、玉
飾
雲
の
川
を
渡
る
）」（『
初
学
記
』
巻
四
「
七
夕
」）
の
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

【
通　

釈
】

〈
句
〉　

蜀
郡
に
厳
君
平
を
訪
ね
て
来
た
も
の
は
か
つ
て
異
界
に
通
ず
る
仙
人

の
筏
に
乗
っ
て
海
辺
か
ら
天
の
川
へ
昇
っ
た
客
星
で
あ
っ
た
。

〈
注
〉　

天
の
河
は
海
に
通
じ
て
流
れ
て
い
る
。
昔
、
海
辺
に
住
む
人
が
い
た
。

毎
年
の
六
月
に
筏
に
乗
っ
て
行
き
来
す
る
も
の
が
あ
り
、
時
期
を
間

違
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
の
人
は
食
料
を
持
参
し
筏
に
乗
り
込
ん

で
い
っ
た
。
筏
は
浮
か
び
出
て
行
っ
て
、
日
が
暮
れ
夜
が
明
け
る
の

も
覚
え
ず
、
遥
か
彼
方
の
あ
る
家
に
行
き
着
い
た
。
そ
こ
に
家
屋
が

あ
り
、
中
を
窺
き
見
る
と
多
く
の
織
婦
が
見
え
、
一
人
の
牛
を
牽
く

男
が
い
た
。
こ
の
人
、こ
こ
は
ど
こ
か
と
尋
ね
る
と
、あ
な
た
は
帰
っ

て
蜀
の
厳
君
平
に
聞
き
た
ま
え
と
答
え
、
支
機
石
を
く
れ
た
。
こ
の

人
は
支
機
石
を
貰
っ
て
還
り
、
厳
君
平
に
聞
い
た
。
厳
君
平
が
言
う

に
は
、
そ
の
年
の
そ
の
月
に
見
知
ら
ぬ
星
が
牽
牛
星
と
北
斗
星
の
空

域
に
現
れ
、
す
な
は
ち
あ
な
た
が
天
の
川
に
た
ど
り
着
い
た
の
だ
と
。

〈
歌
〉　

空
を
眺
め
て
物
事
の
経
緯
を
知
る
人
も
い
た
こ
と
よ
、
あ
ま
の
河
は

白
い
雲
に
浮
か
び
星
の
波
に
揺
れ
な
が
ら
海
と
空
の
間
を
行
き
来
す

る
筏
の
通
路
で
あ
る
と
。

【
余　

考
】

　

天
の
河
に
通
う
浮
槎
に
纏
わ
る
伝
説
は
、
俊
頼
髄
脳
以
降
、
和
歌
に
多
く

詠
ま
れ
た
歌
題
の
一
つ
で
あ
る
（
後
藤
祥
子
「
浮
木
に
の
っ
て
天
の
河
に
ゆ

く
話
─
平
安
和
歌
史
の
視
座
か
ら
─
」『
国
文
目
白
』二
二
号
、黒
田
彰
子「
張

騫
考
─
俊
頼
髄
脳
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
─
」『
中
世
和
歌
論
考　

和
歌
と
説
話

と
』
な
ど
）。
中
国
に
お
け
る
こ
の
説
話
は
お
お
よ
そ
二
つ
の
源
流
が
認
め

ら
れ
る
。
一
つ
は
黄
河
の
源
を
尋
ね
て
い
く
と
天
の
川
に
到
達
し
、
織
女
の

支
機
石
を
手
に
入
れ
た
説
話
。
南
朝
・
宋
の
劉
義
慶
撰
『
集
林
』
に
「
昔
有

人
尋
河
源
、
見
婦
人
浣
紗
、
問
之
。
曰
、
此
天
河
也
、
乃
與
一
石
。
而
帰
問

厳
君
平
。
君
平
曰
、
此
織
女
支
機
之
石
。（
昔
人
有
り
、
河
源
を
尋
ね
、
婦

人
の
紗
を
浣
ふ
に
見
ひ
こ
れ
に
問
ふ
。
曰
く
、
こ
れ
天
河
な
り
と
、
乃
ち
一

石
を
与
ふ
。
し
か
し
て
帰
り
て
厳
君
平
に
問
ふ
。
君
平
曰
く
、
こ
れ
織
女
の

支
機
の
石
な
り
と
）」（『
太
平
御
覧
』
巻
五
十
一
「
石
上
」）
と
伝
え
る
河
源

を
探
求
し
た
あ
る
者
が
支
機
石
を
入
手
し
た
話
は
そ
の
原
型
に
近
い
で
あ
ろ

う
。『
荊
楚

時
記
』
に
見
え
る
張
騫
が
支
機
石
を
入
手
し
た
話
は
、
河
源

探
求
が
張
騫
に
始
ま
る
こ
と
か
ら
そ
の
延
長
上
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

が
、
東
方
朔
の
登
場
は
七
夕
伝
説
に
絡
ん
で
別
の
伝
承
経
緯
を
考
え
ね
ば
な

ら
ず
、
ま
た
集
林
に
「
浮
槎
」
が
現
れ
な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
系
統
の
説
話
に
実
話
の
変
形
や
文
学
の
虚
構
も
含
め
て
幾
つ
も
の
話
が

入
り
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
胡
仔
『
漁
隱
叢
話
』
に
よ
れ
ば
、
荊
楚

時

記
に
張
華
『
博
物
志
』
を
引
き
な
が
ら
直
に
張
騫
の
河
源
探
索
に
結
び
付
け

た
が
、
そ
の
根
拠
を
知
ら
な
い
と
い
う
。
宋
代
の
詩
話
で
も
こ
の
説
話
が
多

く
の
疑
問
を
呼
ん
で
い
る
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

　

今
一
つ
は
海
が
天
の
川
に
通
ず
る
と
い
う
恐
ら
く
視
覚
の
限
界
か
ら
く
る
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想
像
の
伝
説
で
あ
る
。
こ
の
説
話
を
始
め
て
伝
え
る
博
物
志
の
今
本
に
見
る

記
述
は
『
芸
文
類
聚
』
の
引
用
文
に
近
い
が
、『
太
平
御
覧
』
に
は
同
じ
く
博

物
志
を
引
き
な
が
ら
支
機
石
に
及
ん
で
い
る
。

　
　
（
前
略
）
牽
牛
人
乃
驚
問
曰
、
何
由
至
此
。
此
人
具
道
來
意
、
即
問
為

何
処
。
答
曰
、
君
還
至
蜀
、
訪
厳
君
平
則
知
之
。
乃
與
一
石
而
帰
。
後

至
蜀
問
厳
君
平
、
君
平
曰
、
此
織
女
支
機
石
也
。
某
年
月
日
有
客
星
犯

牽
牛
宿
、正
此
人
到
天
河
時
也
。（
牛
牽
く
人
乃
ち
驚
き
て
問
ひ
て
曰
く
、

何
由
り
此
に
至
る
か
。
こ
の
人
具
さ
に
來
る
意
を
道
ふ
。
す
な
は
ち
、

こ
こ
何
処
な
り
や
と
問
ふ
。
答
へ
て
曰
く
、
君
還
り
て
蜀
に
至
り
、
厳

君
平
を
訪
は
ば
則
ち
こ
れ
を
知
ら
ん
。
乃
ち
一
石
を
與
へ
て
帰
す
。
後
、

蜀
に
至
り
て
厳
君
平
に
問
ふ
。
君
平
曰
く
、
こ
れ
織
女
の
支
機
石
な
り
。

某
年
月
日
に
客
星
あ
り
牽
牛
宿
を
犯
す
。
正
に
こ
の
人
天
の
河
に
到
る

時
な
り
。）

　

唐
の
趙
璘
撰
『
因
話
録
』
卷
五
に
河
源
を
窮
め
た
張
騫
が
天
河
に
到
達
し

た
話
を
無
実
な
説
と
退
け
る
と
同
時
に
、『
博
物
志
』
の
伝
え
る
霊
槎
伝
説
に

絡
む
「
織
女
の
支
機
石
を
得
て
厳
君
平
に
問
う
」
話
を
「
後
人
の
相
伝
」
と

し
て
い
る
。
が
、
趙
璘
の
見
た
博
物
志
に
浮
槎
と
支
機
石
が
あ
っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
こ
の
点
、『
李
嶠
百
詠
』
の
張
庭
芳
注
に
引
く
博
物
志
も
同
じ

で
あ
る
。

　

し
た
が
い
「
星
」
詩
に
詠
ま
れ
た
霊
槎
は
後
者
で
あ
る
。
李
嶠
と
同
時
代

の
宋
之
問
も
「
明
河
篇
」
に
「
明
河
は
望
む
べ
く
も
親
し
む
可
か
ら
ず
、
願

は
く
は
槎
に
乗
る
を
得
て
一
た
び
津
を
問
ふ
。
更
に
織
女
の
支
機
石
を
將
っ

て
、
還
り
て
成
都
賣
ト
の
人
に
訪
ふ
）」
と
同
じ
伝
説
を
詠
ん
で
い
る
。
初

唐
の
宮
廷
詩
壇
が
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
の
頃
、
李
邕
・
奉
和
初
春
幸
太
平

公
主
南
莊
応
制
に
「
伝
聞
銀
漢
石
支
機
、
復
見
金
與
出
紫
微
。（
中
略
）
今

日
還
同
犯
牛
斗
、
乗
槎
共
逐
海
潮
帰
。（
伝
へ
聞
く
銀
漢
の
石
支
機
、
復
見

る
金
與
の
紫
微
よ
り
出
づ
る
こ
と
。（
中
略
）
今
日
ま
た
同
に
牛
斗
を
犯
し
、

槎
に
乗
り
て
共
に
海
潮
を
逐
う
て
帰
る
）」
と
詠
み
、
李
嶠
を
は
じ
め
多
く

の
文
学
従
臣
も
同
題
の
詩
を
作
っ
て
い
る
。
当
時
の
こ
の
故
事
の
受
容
の
有

様
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

　

和
歌
で
も
「
海
原
や
雲
居
は
る
か
に
漕
ぐ
舟
を
浮
木
に
の
れ
る
人
か
と
ぞ

み
る
」（
広
田
社
歌
合
22
仲
網
）
と
海
か
ら
空
へ
上
る
浮
木
が
詠
ま
れ
て
い

る
が
、
そ
の
時
も
海
の
浮
木
は
張
騫
の
乗
物
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

６　

今
宵
頴
川
曲　

誰　
カ

識　
ラ
ン

二

聚
賢
人　
　

後
漢
書　
ニ

云
、
陳
仲
弓
、
子
姪
と
共　
ニ

夜
荀シ
ュ
ン
キ
ク
ワ

季
和
が
も
と
に
い
た
る
。
父
子
頴
川
人
な
り
。
と
き
に
天
に
徳
星
あ

つ
ま
る
。
大
史
奏
し
て
申
さ
く
、
五
百
里
の
中
に
賢
人
あ
つ
ま
る
こ
と
あ

り
、
と
申
せ
り
。
陳
疐
が
あ
ざ
な
を
仲
弓
と
云
り
。
荀
淑
が
字
を
季
和
と

い
へ
り
。

い
か
に
し
て
星
の
や
ど
り
に
か
よ
ひ
け
ん
と
も
に
あ
ふ
よ
の
と
も
し
び
の
ま

ど【
百　

詠
】

今
宵
頴
川
曲　

誰
識
聚
賢
人
（
今
宵
頴
川
の
曲
に
、
誰
か
識
ら
む
賢
人
の
聚

う
こ
と
を
。）

【
百
詠
注
】

今
宵
頴
川　
ノ

曲　
ク
マ
ニ
　、
誰　
カ

識　
ラ
ン

聚　
フ
ヲ

二

賢
人
一

。〈
後
漢　
ノ

陳
仲
弓
与
二

子
姪
一

夜
遊
二

荀
淑

季
和　
ニ

一

、
父
子
討
論　
ス

。
頴
川
人
也
。
于
時　
ニ

徳
星
聚　
ル

。
太
史
奏
曰
、
五
百
里　
ノ

内　
ニ

賢
人
聚　
ル

也
。〉（
後
漢
の
陳
仲
弓
、
子
姪
と
夜
荀
淑
季
和
に
遊
ぶ
。
父
子
討
論

す
。
頴
川
の
人
な
り
。
時
に
徳
星
聚
ま
る
。
太
史
奏
し
て
曰
く
、
五
百
里
の

内
に
賢
人
聚
ま
る
な
り
。）
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【
語　

釈
】

○
頴
川　

郡
名
、
秦
の
時
に
設
置
さ
れ
た
。
現
在
の
河
南
省
中
部
及
び
南
部

に
当
た
り
、
頴
水
が
域
内
を
流
れ
る
。
○
曲　

曲
が
り
く
ね
る
川
の
辺
。
○

賢
人　

こ
こ
で
は
頴
川
出
身
の
後
漢
の
名
士
・
荀
淑
（
字
は
季
和
）
と
陳
疐

（
字
は
仲
弓
）
ら
を
指
す
。
○
陳
仲
弓　

後
漢
の
名
士
・
陳
疐
、
仲
弓
は
疐

の
字
。
○
子
姪　

子
と
甥
。
○
荀
季
和　

後
漢
の
名
士
・
荀
淑
の
こ
と
、
季

和
は
字
。
○
父
子　

父
と
子
。
こ
こ
で
は
陳
疐
と
荀
淑
の
両
家
の
父
子
を
指

す
。
陳
疐
に
六
人
の
子
が
い
て
、
う
ち
元
方
と
季
方
が
「
二
方
」
と
称
さ
れ

る
。
荀
淑
は
子
が
八
人
い
て
み
な
賢
才
で
あ
り
、
八
龍
と
も
「
八
慈
」
と
も

呼
ば
れ
た
。『
後
漢
書
』
荀
韓
鍾
陳
列
伝
に
「
二
方
承
則
、
八
慈
継
塵
。（
二

方
則
を
承
け
、
八
慈
塵
を
継
ぐ
。）」
○
徳
星　

瑞
祥
の
兆
と
さ
れ
る
星
。
○

太
史　

官
職
の
名
。
歴
史
、
天
文
な
ど
の
記
録
を
司
る
史
官
。
○
賢
人
あ
つ

ま
る　

陳
疐
の
親
子
と
荀
淑
の
父
子
ら
が
一
同
に
集
う
こ
と
を
い
う
。『
異

苑
』
巻
四
に
「
陳
仲
弓
従
諸
子
姪
造
荀
季
和
父
子
。
於
時
、徳
星
聚
。
太
史
奏
、

五
百
里
内
有
賢
人
聚
。（
陳
仲
弓
、
諸
子
姪
を
従
へ
荀
季
和
の
父
子
を
造
ぬ
。

時
に
徳
星
聚
る
。
太
史
奏
す
、五
百
里
内
に
賢
人
の
聚
う
有
り
と
）」
と
あ
る
。

○
星
の
や
ど
り　
「
や
ど
り
」
は
宿
る
と
こ
ろ
。「
星
の
や
ど
り
」
は
星
宿
の

語
訳
で
あ
る
ほ
か
、
七
夕
の
伝
説
に
絡
ん
で
天
の
河
が
無
数
の
星
の
宿
る
と

こ
ろ
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
、
星
の
集
ま
り
の
意
。「
天
原
ふ
り
さ
け
み
れ
ば

七
夕
の
ほ
し
の
や
ど
り
に
霧
立
渡
る
」（
新
千
載
集
・
秋
332
源
経
信
）。
○
と

も
し
び　
　

明
か
り
を
点
し
て
い
る
灯
火
。
万
葉
で
は
海
人
の
生
活
実
感
を

と
も
な
う
漁
火
を
詠
む
歌
「
紀
の
國
の
雜
賀
（
さ
ひ
か
）
の
浦
に
出
で
見
れ

ば
海
人
の
灯
火
波
の
間
ゆ
見
ゆ
」（
巻
七
・
一一

九
四
）
な
ど
が
際
立
つ
が
、

勅
撰
和
歌
で
は
釈
教
歌
に
「
法
の
灯
」
が
多
く
詠
ま
れ
た
ほ
か
、
七
夕
を
詠

む
歌
で
は
「
星
合
」
と
取
り
合
わ
せ
る
「
庭
の
と
も
し
火
」
が
七
夕
祭
り
を

表
象
す
る
類
型
と
成
る
。「
秋
ご
と
に
た
え
ぬ
星
合
の
さ
夜
更
け
て
光
な
ら

ぶ
る
庭
の
灯
」（
新
後
撰
・
秋
267
定
家
）。「
窓
の
灯
」
も
そ
の
頃
か
ら
夜
中

の
孤
独
を
映
し
出
す
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。「
こ
れ
の
み
と
と
も
な
ふ

か
げ
も
さ
夜
更
て
光
ぞ
う
す
き
窓
の
灯
」（
新
勅
撰
・
雑
1185
道
助
法
親
王
）。「
と

も
し
び
の
窓
」
は
外
側
か
ら
灯
火
を
点
し
た
屋
内
を
捉
え
る
表
現
と
見
ら
れ

る
。
ま
た
「
窓
の
灯
」
に
付
随
す
る
孤
独
の
イ
メ
ー
ジ
を
逆
転
す
る
意
図
も

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

【
通　

釈
】

〈
句
〉　
（
漢
代
の
史
官
が
徳
星
の
寄
り
集
ま
る
こ
と
か
ら
頴
水
の
辺
り
に
賢

人
た
ち
の
集
っ
た
こ
と
を
察
知
し
た
と
い
う
が
、
天
下
の
英
才
が
悉

く
朝
廷
に
登
用
さ
れ
た
）
今
の
夜
に
は
誰
が
そ
の
よ
う
な
星
象
を
観

察
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
絶
対
に
起
こ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

〈
注
〉　

後
漢
書
に
い
う
、
陳
疐
は
子
や
姪
た
ち
を
連
れ
て
夜
に
荀
淑
の
家
を

尋
ね
る
。
陳
疐
も
荀
淑
も
父
子
と
も
頴
川
の
出
身
で
あ
る
。
そ
の
時

夜
空
に
吉
祥
の
徴
と
な
る
星
が
寄
り
集
ま
っ
た
。
大
史
令
が
奏
上
し

て
い
う
に
は
、
そ
の
空
域
に
当
る
地
上
の
五
百
里
の
地
域
内
に
賢
人

た
ち
が
集
っ
て
い
た
と
。
陳
疐
は
字
を
仲
弓
と
い
う
。
荀
淑
は
字
を

季
和
と
い
う
。

〈
歌
〉　

ど
の
よ
う
に
し
て
夜
空
の
星
宿
に
通
じ
た
の
だ
ろ
う
か
、
頴
川
の
賢

人
た
ち
が
灯
火
の
明
か
り
を
点
し
た
窓
辺
で
友
と
会
し
て
語
り
合
っ

た
こ
と
が
ど
の
よ
う
に
し
て
夜
空
の
星
の
集
ま
り
に
反
映
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。

【
余　

考
】

　
「
窓
の
灯
」
は
白
居
易
の
好
ん
で
歌
っ
た
詩
境
の
一
つ
で
あ
る
。「
灯
」
は

古
く
か
ら
詩
賦
の
詠
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
白
居
易
の
開
い
た
新
し
い
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詩
境
が
あ
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
に
収
め
ら
れ
た
白
詩
「
五
声
宮
漏
初
鳴
後
、

一
点
窓
灯
欲
滅
時
。（
五
声
の
宮
漏
初
め
て
鳴
る
後
、
一
点
の
窓
灯
滅
え
ん

と
欲
す
る
時
）」
は
、「
禁
中
夜
作
書
與
元
九
」
の
後
半
で
あ
る
が
、
前
半
は

「
心
緒
万
端
書
両
紙
、
欲
封
重
読
意
遲
遲
。（
心
緒
万
端
両
紙
に
書
し
、
封
せ

ん
と
欲
し
重
め
て
読
め
ば
意
遲
遲
た
り
）」
と
、
灯
の
下
で
詩
文
を
制
作
す

る
自
ら
を
述
べ
て
い
る
。
灯
火
と
読
書
・
作
文
の
関
わ
り
を
表
す
端
的
な
表

現
に
、「
机
上
従
妨
一
夜
睡
。
灯
前
読
尽
十
年
詩
（
机
上
に
従
え
一
夜
の
睡
を

妨
ぐ
も
、
灯
前
に
十
年
の
詩
を
読
み
尽
す
）」（
歳
暮
寄
微
之
）
の
句
が
挙
げ

ら
れ
る
。『
新
勅
撰
集
』
に
入
選
し
た
釈
教
歌
「
夜
も
す
が
ら
窓
の
と
も
し

び
か
か
げ
て
も
ふ
み
み
る
道
に
猶
ま
よ
ふ
哉
」（
711
実
寿
）
も
同
じ
詩
境
を

前
提
と
す
る
。

　
「
窓
の
灯
」
は
孤
独
な
姿
を
映
し
出
す
こ
と
が
あ
る
。「
耿
耿
殘
灯
背
壁

影
、
蕭
蕭
暗
雨
打
窓
声
（
耿
耿
た
る
殘
灯
の
壁
に
背
す
影
、
蕭
蕭
た
る
暗
雨

の
窓
を
打
つ
声
）（
上
陽
白
髪
人
）
の
描
写
に
閨
怨
の
深
い
孤
独
感
が
漂
う
が
、

詩
人
が
自
ら
を
述
べ
る
も
の
で
は
な
い
。
白
楽
天
が
自
ら
詩
に
登
場
す
る
時
、

「
殘
灯
影
閃
牆
、
斜
月
光
穿
窓
。（
殘
灯
の
影
牆
に
閃
き
、
斜
月
の
光
窓
を
穿

つ
）」（
夢
與
李
七
庾
三
十
三
同
訪
元
九
）
と
歌
い
、「
南
窓
背
灯
坐
、
風
散
闇

紛
紛
。（
南
窓
灯
を
背
い
て
坐
せ
ば
、
風
に
散
る
る
闇
紛
紛
た
り
）」（
村
雪

夜
坐
）
と
歌
っ
た
そ
こ
に
些
か
の
物
侘
し
さ
は
あ
る
も
の
の
孤
独
感
を
伴
わ

な
い
。
こ
の
点
、
和
歌
「
う
き
に
そ
ふ
か
げ
よ
り
ほ
か
の
友
も
な
し
し
ば
し

な
消
そ
窓
の
と
も
し
び
」（
続
後
撰
・
雑
1116
法
印
覚
寛
）
の
境
地
と
相
異
な
る
。

　
「
灯
」
は
詩
に
あ
っ
て
宴
会
の
不
可
欠
な
要
素
で
あ
っ
た
。
白
詩
に
も
「
添

酒
回
灯
重
開
宴
（
酒
を
添
へ
灯
を
回
し
て
重
ね
て
宴
を
開
く
）」（
琵
琶
引
）、

「
灯
前
に
合
ひ
て
一
家
の
春
を
作
る
」（
夜
聞
賈
常
州
崔
湖
州
茶
山
境
会
想
羨

歓
宴
因
寄
此
詩
）
と
い
っ
た
表
現
に
事
欠
か
な
い
。「
と
も
し
び
の
ま
ど
」

は
屋
外
か
ら
想
見
し
た
「
と
も
に
あ
ふ
よ
の
」
屋
内
の
情
景
で
あ
る
。
そ
こ

で
和
歌
と
異
な
る
詩
の
造
形
を
和
歌
に
盛
り
込
む
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。	

（
胡　

志
昂
）

巻
第
二　

坤
儀
部
「
石
」

２3　

巌
花
鏡
裏
発　
　

武
都
丈
夫
、
化
し
て
女
の
身
と
な
れ
り
。
す
が
た
か

た
ち
、
世
に
す
ぐ
れ
た
り
け
れ
ば
、
蜀
王
の
后
と
な
り
ぬ
。
其
の
後
、

久
し
か
ら
ず
し
て
命
終
り
に
け
り
。
武
擔
山
の
上
に
は
ぶ
り
て
其
の
所

に
石
の
鏡
を
懸
け
た
り
。
鏡
の
中
に
い
は
ほ
の
花
う
つ
る
と
い
へ
り
。

石
中
菱
花
発
。

　

む
か
し
み
し
に
ほ
ひ
は
い
づ
ら
鏡
山
い
は
ね
の
花
の
か
げ
ば
か
り
し
て

【
百　

詠
】

岩
花
鏡
裏
発　

雲
葉
錦
中
飛
（
岩
の
花
は
鏡
の
裏う
ち

に
発
け
た
り
、
雲
の
葉
は

錦
の
中
に
飛
ぶ
。）

【
百
詠
注
】

岩ノ

花ハ

鏡ノ

裏
発　
ケ
タ
リ〈

庾
肩
吾
詩
曰
、
石
裏
菱
花
発
〉（
庾
肩
吾
の
詩
に
曰
く
、
石

の
裏う
ち

に
菱
の
花 

発
く
。）

【
語　

釈
】

○
巌
花　

巌
（
い
わ
お
）
に
咲
く
花
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
後
述
す
る
伝
説

中
の
石
の
鏡
の
中
に
映
る
蜀
王
の
妃
の
生
前
の
美
し
い
容
姿
を
花
に
喩
え

る
。
○
武
都　

中
国
四
川
省
綿
竹
縣
の
北
に
あ
る
山
。
○
丈
夫　

一
人
前
の

男
子
。
○
武
擔
山　

中
国
四
川
省
成
都
県
北
に
あ
る
山
。
○
石
中
菱
花
発　

『
百
詠
注
』
で
は
、こ
の
句
を
庾
肩
吾
の
詩
と
し
て
、『
百
詠
』「
巌
花
鏡
裏
発
」

の
典
拠
に
挙
げ
る
。「
庾
肩
吾
」
は
、
梁
の
人
。
字
は
子
愼
、
於
陵
の
弟
で
、

子
に
庾
信
が
い
る
。
梁
の
武
帝
の
普
通
元
年
前
後
の
人
。
杤
尾
武
編
『
百
詠
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和
歌
注
』
で
は
、
庾
信
の
『
庾
子
山
集
』「
鏡
賦
」
の
「
臨
水
即
池
中
月
出
、

照
日
即
壁
上
菱
生
」
を
参
考
に
挙
げ
る
。
○
に
ほ
ひ　

輝
く
よ
う
な
美
し
さ
。

○
い
づ
ら　

ど
こ
に
あ
る
の
か
（
ど
こ
に
も
な
い
）
と
い
う
反
語
表
現
。「
い

に
し
へ
の
に
ほ
ひ
は
い
づ
ら
さ
く
ら
花
こ
け
る
か
ら
と
も
な
り
に
け
る
か

な
」（
伊
勢
物
語
・
六
二
）
○
鏡
山　

こ
こ
で
は
鏡
を
掛
け
た
武
擔
山
を
指
す
。

近
江
の
国
の
歌
枕
で
あ
る
「
鏡
山
」
の
名
称
を
借
り
て
表
現
し
た
も
の
。「
花

の
色
を
う
つ
し
と
ど
め
よ
鏡
山
春
よ
り
の
ち
の
影
や
見
ゆ
る
と
」（
拾
遺
集
・

春
73
坂
上
是
則
）。

【
通　

釈
】

〈
句
〉　

岩
の
花
が
、
鏡
の
中
に
映
り
開
い
て
い
る
。

〈
注
〉　

武
都
山
の
男
が
化
し
て
女
性
の
姿
に
な
っ
た
。
そ
の
容
姿
は
世
に
並

ぶ
も
の
な
く
素
晴
ら
し
か
っ
た
の
で
、
蜀
王
の
妃
と
な
っ
た
。（
彼

女
は
）
そ
の
後
幾
ば
く
も
な
く
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
武
擔
山
の
上
で

葬
り
、
そ
こ
に
石
の
鏡
を
懸
け
た
。
鏡
の
中
に
岩
の
花
が
映
る
。
石

中
菱
花
発
と
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

〈
和
歌
〉　

生
前
の
蜀
王
妃
の
美
し
さ
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
こ
の

武
擔
山
で
は
。
た
だ
物
言
わ
ぬ
岩
の
花
の
影
が
鏡
に
映
っ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。

【
余　

考
】

　

慶
大
本
の
百
詠
注
は
、
庾
肩
吾
の
詩
句
を
引
く
の
み
で
あ
る
が
、
百
詠
和

歌
は
、注
文
の
冒
頭
「
武
都
丈
夫
」
以
下
「
其
の
所
に
石
の
鏡
を
懸
け
た
り
」

ま
で
、
山
の
精
か
ら
化
し
た
妃
が
死
ん
だ
際
に
、
蜀
王
は
武
擔
山
の
上
で
石

鏡
を
そ
の
墓
標
と
し
た
と
い
う
話
を
載
せ
る
。
原
拠
の
故
事
は
、「
揚
雄
蜀
本

紀
云
。
武
都
丈
夫
化
為
女
子
。
顔
色
美
絶
。
蓋
山
精
也
。
蜀
王
納
以
妃
。
無

幾
物
故
。
乃
発
卒
之
武
都
。
擔
土
葬
於
成
都
郭
中
。
号
曰
武
擔
。
以
石
作
鏡

一
枚
。
表
其
墓
。（
揚
雄
が
蜀
本
紀
に
云
く
、
武
部
に
丈
夫
あ
り
化
し
て
女

子
と
偽
る
。
顔
色
、
美
絶
な
り
。
蓋
し
山
の
精
な
り
。
蜀
王
納
め
て
以
て
妃

と
す
。
幾
く
も
な
く
し
て
物
故
す
。
乃
ち
卒
を
発
し
て
武
部
に
え
か
し
む
。

土
を
擔
げ
て
成
都
の
郭
中
に
葬
る
。
号
し
て
武
擔
と
曰
ふ
。
石
を
以
て
鏡
一

枚
を
作
る
。
其
の
墓
を
表
す
。）」（『
後
漢
書
』
任
文
公
伝
の
注
、『
初
学
記
』

巻
五
「
石
」、『
芸
文
類
聚
』
巻
七
〇
「
鏡
」、『
太
平
御
覧
』
巻
七
一
七
「
鏡
」

に
も
）。
陽
明
本
が
こ
の
部
分
を
欠
い
て
い
る
た
め
確
認
で
き
な
い
が
、
一

応
こ
の
故
事
は
、
百
詠
注
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
で
は
な
く
、
百
詠
和
歌
が

他
か
ら
引
い
た
も
の
と
見
て
お
き
た
い
。

　
「
鏡
の
中
に
い
は
ほ
の
花
う
つ
る
と
い
へ
り
」
以
下
は
、「
石
中
菱
花
発
」

と
す
る
百
詠
注
に
対
す
る
解
釈
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

24　

入
宋
星
初
隕　

星
地
に
落
ち
た
り
。
こ
れ
を
見
る
に
石
に
て
五
色
な
り
。

　

谷
水
の
い
し
ま
に
も
か
く
や
ど
り
け
り
あ
ま
の
河
原
の
星
の
光
は

【
百　

詠
】

入
宋
星
初
霣　
　

過
湘
燕
早
帰
（
宋
に
入
り
て
星 

初
め
て
霣お

つ
、
湘
を
過

ぎ
て
燕
早
く
帰
る
）

【
百
詠
注
】

入
レ

宋　
ニ

星
初
霣ヲ
ツ

〈
左
伝
曰
、
星
隕　
ヲ
ツ

二

於
宋　
ニ

一

視　
レ
バレ

之　
ヲ

乃
石
也
〉（
左
伝
に
曰
く
、

星 

宋
に
隕
つ
。
之
を
見
れ
ば
乃
ち
石
な
り
。）

【
語　

釈
】

○
宋　

周
代
の
諸
侯
国
の
一
つ
。（
？
〜
紀
元
前
二
八
六
年
）。
○
星　
『
百

詠
注
』
に
あ
る
よ
う
に
、
僖
公
十
六
年
に
宋
国
に
お
い
て
、
流
れ
星
が
地

上
に
落
ち
、
そ
れ
を
見
る
と
石
で
あ
っ
た
と
い
う
。『
春
秋
左
氏
伝
』
僖
公

十
六
年
「
春
隕
石
于
宋
五
隕
星
也
」（『
初
学
記
』
巻
五
「
石
」、『
太
平
御
覧
』
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巻
五
「
星
上
」
に
も
）。
○
五
色　
『
春
秋
左
氏
伝
』
で
は
、
落
ち
て
き
た
隕

石
の
数
を
五
と
す
る
。
そ
の
色
が
五
色
で
あ
っ
た
と
示
す
の
は『
百
詠
和
歌
』

の
み
で
あ
り
、
何
に
拠
っ
た
か
未
詳
。
○
い
し
ま　

谷
川
な
ど
の
石
や
岩
の

間
で
、
水
が
激
し
く
流
れ
る
所
。「
い
し
ま
行
く
水
の
白
浪
立
帰
り
か
く
こ

そ
は
見
め
あ
か
ず
も
あ
る
か
な
」（
古
今
集
・
恋
四
682
よ
み
人
し
ら
ず
）。
○

や
ど
る　

川
の
水
や
鏡
な
ど
に
も
の
の
影
を
落
と
し
て
い
る
こ
と
。
○
天
の

河
原　

天
の
川
の
河
原
。

【
通　

釈
】

〈
句
〉　

宋
国
で
星
が
初
め
て
地
上
に
墜
ち
た
。

〈
注
〉　

星
が
地
上
に
墜
ち
た
の
だ
。
そ
れ
を
見
る
と
、
石
で
五
色
で
あ
っ
た
。

〈
歌
〉　

昔
、
宋
国
で
空
か
ら
星
が
落
ち
て
き
た
よ
う
に
、
水
の
激
し
く
流
れ

る
谷
川
の
石
間
に
も
、
こ
の
よ
う
に
映
じ
て
い
る
こ
と
だ
。
天
の
河

原
の
星
の
光
は
。

【
余　

考
】

　

星
の
歌
は
数
は
多
く
な
い
が
、
光
行
歌
と
同
様
に
天
の
川
と
石
間
を
取
り

合
わ
せ
た
も
の
に
は
、「
天
河
冬
は
氷
に
と
ぢ
た
れ
や
い
し
ま
に
た
ぎ
つ
お
と

だ
に
も
せ
ぬ
」（
後
撰
集
・
冬
488
よ
み
人
し
ら
ず
）
が
あ
る
。
天
と
地
の
対

比
と
い
う
点
で
は
、
空
の
月
の
光
と
「
石
間
」
の
水
に
映
る
光
を
詠
っ
た
も

の
と
し
て
は
、「
こ
ほ
り
と
ぢ
い
し
ま
の
水
は
い
き
な
や
み
空
す
む
月
の
影
ぞ

流
る
る
」（
源
氏
物
語
・
朝
顔
）、「
い
し
ま
ゆ
く
み
た
ら
し
川
の
お
と
さ
え
て

月
や
む
す
ば
ぬ
こ
ほ
り
な
る
な
ら
ん
」（
千
載
集
・
秋
上
293
藤
原
公
時
）
が

あ
る
。
こ
の
歌
は
、
空
の
星
が
地
上
に
落
ち
た
と
い
う
故
事
を
下
敷
き
に
し

な
が
ら
、
天
と
地
の
対
比
で
あ
り
な
が
ら
、
空
の
天
の
川
の
星
の
光
（
月
の

光
で
は
な
く
）
と
、
地
上
の
川
の
石
間
に
映
ず
る
光
と
の
両
方
を
詠
み
込
ん

で
い
る
と
こ
ろ
に
特
長
が
あ
る
。	

（
山
部
和
喜
）

巻
第
三　

芳
草
部
「
菊
」

43　

金
精
九
日　
　
ニ

開　
　
ク 　

　

菊
の
花
の
色
黄
な
る
故
に
金
菊
と
云
り
。
又
秋

は
に
し
に
か
た
ど
る
。
西
は
金
也
、
菊
は
九
月
九
日
に
花
開
く
。
こ
の
花

さ
け
に
う
か
ぶ
と
云
り
。

な
が
月
の
き
く
も
あ
は
れ
と
思
ひ
し
れ
こ
ゝ
ぬ
か
ご
と
の
は
な
の
ま
と
ゐ
を

【
百　

詠
】

玉
律
三
秋
暮　

金
精
九
日
開
（
玉
律
三
秋
の
暮　

金
精
九
日
に
開
く
。）

【
百
詠
注
】

金
精
九
日　
　
ニ

開　
　
ク〈

古
詩　
　
ニ

曰
、
岸
菊
聚
二

新
金　
ヲ

一

。
ゝ
精
　
　
　
ハ

即
菊
也
、
其
花　
　
ノ

色
黄　
ナ
リ、

故
曰
二

金
精
一

、九
月
九
日　
　
ニ

盛
開
也
。
一
本
、
秋
　
　
　
ハ

西
方
、
金
　
　
ナ
リ、

菊
　
　
　
ハ

是
金　
　
ノ

精
、

九
月
九
日
花
開
泛
レ

酒
〉（
古
詩
に
曰
く
、
岸
の
菊
新
金
を
聚
む
。
金
精
は
即

ち
菊
な
り
。
そ
の
花
の
色
黄
な
り
。
故
に
金
精
と
曰
ふ
。
九
月
九
日
に
盛
り

に
開
く
な
り
。
一
本
に
、
秋
は
西
方
、
金
な
り
。
菊
は
こ
れ
金
の
精
、
九
月

九
日
に
花
開
き
酒
に
泛
ぶ
）

【
語　

釈
】

○
金
精 　

百
詠
注
に
も
見
え
る
ご
と
く
、
菊
花
が
黄
色
で
秋
の
代
表
的
な

花
で
あ
る
こ
と
か
ら
金
精
に
見
立
て
た
表
現
。
光
行
注
で
は「
金
菊
」と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
百
詠
注
が
引
く
古
詩
の
「
岸
菊
聚
新
金
」
の
句
は
、
隋
元

行
恭
「
秋
游
昆
明
池
」
に
見
え
る
。『
初
学
記
』
巻
七
「
昆
明
池
」
に
収
め
る
。

○
秋
は
に
し
に
か
た
ど
る
、
西
は
金
也 

「
か
た
ど
る
」
は
通
じ
合
う
意
。
陰

陽
五
行
に
お
い
て
秋
季
は
西
の
方
角
に
相
当
し
、ま
た
五
星
の
太
白
（
金
星
）

に
当
た
る
。
菊
を「
金
精
」と
表
現
し
た
理
由
を
陰
陽
五
行
説
に
よ
っ
て
説
明

す
る
か
。
百
詠
注
の
「
一
本
」
に
従
っ
た
注
。
○
九
月
九
日
に
花
開
く　
『
藝

文
類
聚
』
巻
八
十
一
「
菊
」
に
「
崔
寔
月
令
九
月
九
日
可
採
菊
花
（
崔
寔
月

令
に
九
月
九
日
、
菊
花
を
採
る
べ
し
）」
と
見
え
る
。
○
こ
の
花
さ
け
に
う
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か
ぶ　

六
朝
末
以
降
、
九
月
九
日
に
は
厄
災
を
除
く
た
め
に
菊
花
を
浮
か
べ

た
酒
を
飲
む
風
習
が
盛
ん
に
な
っ
た
。『
西
京
雑
記
』
に
「
毎
年
九
月
九
日

佩
茱
萸
、
食
蓬
餌
、
飲
菊
花
酒
、
以
辟
邪
延
寿
（
毎
年
九
月
九
日
に
茱
萸
を

佩
び
、
蓬
餌
を
食
し
、
菊
花
の
酒
を
飲
む
。
以
て
邪
を
辟
け
寿
を
延
ぶ
）」

と
見
え
る
。
○
き
く
も
あ
は
れ
と　
「
あ
は
れ
」
は
心
を
強
く
揺
り
動
か
さ

れ
た
際
の
情
動
。
こ
こ
で
は
感
嘆
・
感
動
を
指
す
か
。「
き
く
」
は
「
菊
」

に
「
聞
く
」
を
掛
け
る
。
○
思
ひ
し
れ　

人
間
が
毎
年
変
わ
る
こ
と
な
く
繰

り
返
す
営
為
の
意
図
を
汲
み
取
っ
て
、
感
心
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
く
れ
と
菊

に
頼
み
か
け
る
語
。
同
様
の
表
現
は
阿
闍
梨
仁
俊
が
北
野
社
で
詠
ん
だ
、「
あ

は
れ
と
も
神
々
な
ら
ば
思
ひ
し
れ
人
こ
そ
人
の
み
ち
を
た
つ
と
も
」（
古
今

著
聞
集
・
巻
第
五
・
和
歌
）
等
に
見
ら
れ
る
。
○
こ
ゝ
ぬ
か
ご
と
の　

毎
年
、

九
月
九
日
が
来
る
た
び
の
。「
こ
こ
ぬ
か
」は「
こ
こ
の
か
」の
古
い
形
。「
こ

こ
ぬ
か
ご
と
」
の
措
辞
と
重
陽
を
組
み
合
わ
せ
た
例
は
、「
長
月
の
こ
こ
ぬ
か

ご
と
に
つ
む
菊
の
花
も
か
ひ
な
く
お
い
に
け
る
か
な
」（
拾
遺
集
・
秋
185
躬

恒
）
の
よ
う
に
早
く
か
ら
見
え
る
。「
こ
こ
ぬ
か
の
こ
こ
の
へ
に
さ
く
は
な

な
れ
ば
ひ
さ
し
き
と
き
の
た
め
し
に
を
み
よ
」（
高
遠
集
84
）
の
よ
う
に
、「
こ

こ
ぬ
か
」
の
み
で
九
月
九
日
の
重
陽
宴
を
指
す
場
合
も
あ
る
。
平
安
末
期
に

も
「
い
く
あ
き
に
わ
れ
あ
ひ
ぬ
ら
ん
な
が
つ
き
の
こ
こ
ぬ
か
に
つ
む
や
へ
の

し
ら
ぎ
く
」（
山
家
集
467
）
が
あ
る
。
○
は
な
の
ま
と
ゐ　
「
ま
と
ゐ
」
は
親

し
く
一
座
し
て
楽
し
い
時
を
過
ご
す
こ
と
。「
花
の
円
居
」
は
花
に
誘
わ
れ

て
集
ま
っ
た
人
々
が
懇
親
・
歓
談
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
重
陽
節
に
人
々
が

集
い
合
い
菊
花
を
浮
か
べ
た
酒
を
飲
ん
で
一
時
を
愉
し
く
過
ご
す
こ
と
。
用

例
は
多
く
は
な
い
が
、「
う
ら
や
ま
し
い
る
み
と
も
が
な
あ
づ
さ
ゆ
み
ふ
し
み

の
さ
と
の
は
な
の
ま
と
ゐ
に
」（
後
拾
遺
集
・
春
上
79
皇
后
宮
美
作
）
を
初

例
と
し
て
、
平
安
末
期
に
お
い
て
も
俊
恵
（
林
葉
集
169
）・
守
覚
法
親
王
（
集

22
）
が
用
い
、
建
久
六
年
1195
経
房
家
歌
合
で
は
源
長
俊
が
「
よ
し
の
や
ま
花

の
円
居
の
あ
と
な
れ
や
木
の
下
か
げ
の
雪
の
む
ら
消
」
と
詠
ん
で
い
る
。
た

だ
し
、
こ
れ
ら
の
例
は
す
べ
て
桜
の
花
の
下
に
お
け
る
宴
を
詠
む
も
の
で
、

重
陽
節
に
用
い
た
例
は
光
行
歌
以
外
に
は
見
え
な
い
。

【
通　

釈
】

〈
句
〉　

金
精
（
菊
の
花
）
は
、（
秋
九
月
の
）
九
日
に
開
く
。

〈
注
〉　

菊
の
花
の
色
が
黄
色
で
あ
る
ゆ
え
に
「
金
菊
」
と
称
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、秋
は
（
陰
陽
五
行
で
は
）
西
の
方
角
に
相
当
す
る
。
西
は
（
同

じ
く
陰
陽
五
行
に
お
い
て
は
）
金
に
当
た
る
。
菊
は
九
月
九
日
に
花

を
開
く
。
こ
の
（
菊
）
花
を
酒
に
浮
か
べ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〈
歌
〉　

長
月
に
咲
く
菊
も
、（
そ
れ
を
）
聞
い
て
感
心
な
こ
と
だ
と
し
み
じ
み

感
じ
取
っ
て
く
れ
よ
。（
毎
年
）
九
月
九
日
ご
と
に
花
の
許
に
集
い

合
い
人
々
が
楽
し
む
重
陽
の
催
し
を
。

【
余　

考
】

　

光
行
注
は
ほ
ぼ
百
詠
注
に
従
っ
た
内
容
で
あ
る
が
、「
な
が
月
の
」
歌
は
、

題
材
を
重
陽
の
行
事
に
し
ぼ
り
込
み
、
菊
花
に
人
間
の
営
為
を
「
あ
は
れ
」

と
思
え
と
求
め
る
詠
じ
方
が
独
自
で
あ
る
。
平
安
期
以
降
の
重
陽
を
詠
ん
だ

和
歌
の
伝
統
が
、
こ
の
作
に
影
響
し
て
い
よ
う
。

44　

靃ス
イ

靡
寒
潭
側　
　
ノリ　

靃
靡　
ハ

こ
ま
か
な
る
形
也
。
南
陽
に
菊
潭
あ
り
。
此
水

を
取
て
酒
に
つ
く
れ
ば
、
味
ひ
甘
し
て
、
し
か
も
え
ひ
を
な
さ
ず
。
胡
廣　
ハ

南
陽
の
菊
水
を
の
み
て
命
長
し
。
八
十
余
と
い
へ
り
。

白
菊
の
そ
こ
に
う
つ
ろ
ふ
色
み
れ
ば
し
づ
え
を
わ
け
て
落
る
谷
水

【
百　

詠
】

靃
靡
寒
潭
側　

芼
茸
暁
岸
隈
（
靃す
い
び靡

た
り
寒
潭
の
側ほ
と
りに

、
芼も
う
じ
よ
う茸た

り
暁
岸
の
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隈く
ま

に
。）

【
百
詠
注
】

靃ス
イ

靡ヒ
タ
リ

寒
潭　
　
ノ

側ホ
ト
リ〈
細
密
之
皃
〉
芼
　
モ
ウ
ジ

茸ウ
タ
リ

暁
岸　
ノ

隈ク
マ

〈
南
陽
有
二

菊
潭
一

取
二

此　
ノ

水
一

為ツ
ク
ル
　レ

酒　
　
ヲ、
味
甘　
シ
テ

不
レ

酔
レ

人
也
〉（
細
密
の
皃
）（
南
陽
に
菊
潭
あ
り
。
こ
の

水
を
取
り
て
酒
を
つ
く
る
。
味
甘
く
し
て
人
を
酔
は
せ
ざ
る
な
り
。）

【
語　

釈
】

○
靃
靡　

本
来
は
草
が
な
よ
や
か
で
あ
る
様
子
を
示
す
が
、
百
詠
注
に
「
細

密
之
皃
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
菊
の
花
が
群
が
り
合
う
さ
ま
を
示
す

の
で
あ
ろ
う
。
光
行
注
の
「
こ
ま
か
な
る
形
也
」
も
、
小
さ
い
も
の
が
び
っ

し
り
と
寄
り
集
ま
っ
て
咲
く
菊
の
様
態
を
示
し
て
お
り
、
百
詠
注
を
受
け
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
○
寒
潭　

冷
た
い
水
が
流
れ
る
川
の
淵
。
○
芼
茸　

草
が
茂
り
乱
れ
る
さ
ま
。
○
南
陽　

南
陽
郡
。
現
在
の
中
国
河
南
省
南
陽
縣

治
。
以
下
、「
え
ひ
を
な
さ
ず
」
ま
で
の
記
述
は
、百
詠
注
で
「
芼
茸
暁
岸
隈
」

の
句
に
付
さ
れ
た
注
の
内
容
を
ほ
ぼ
踏
襲
す
る
。
○
菊
潭
あ
り　
『
元
和
郡

縣
志
』「
山
南
道
」
に
、「
漢
の
酈
縣
、
武
陶
戌
の
地
」
で
あ
っ
た
所
を
、
隋

開
皇
三
年
に
「
縣
界
内
の
菊
水
」
に
よ
り
「
菊
潭
縣
」
と
し
た
こ
と
、「
縣
東

石
澗
山
」
に
発
す
る
菊
水
は
、「
極
め
て
甘
く
馨
り
、
谷
中
三
十
余
家
ま
た
井

を
穿
た
ず
、
仰
ぎ
て
此
水
を
飲
む
、
皆
壽
百
余
歳
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
記

さ
れ
る
。『
藝
文
類
聚
』
巻
八
十
一
「
菊
」
に
も
、「
風
俗
通
曰
、
南
陽
酈
縣

有
甘
谷
、
谷
水
甘
美
、
云
其
山
上
大
有
菊
、
菊
水
従
山
上
流
下
、
得
其
滋
液
、

谷
中
有
三
千
餘
家
、
不
復
穿
井
、
悉
飲
此
水
、
上
寿
百
二
三
十
、
中
百
餘
、

下
七
八
十
者
、
名
之
大
夭
、
菊
華
軽
身
益
気
故
也
（
風
俗
通
に
曰
く
、
南
陽

の
酈
縣
に
甘
谷
あ
り
。
谷
水
甘
美
な
り
。
そ
の
山
上
に
大
い
に
菊
あ
る
と
云

ふ
。
菊
水
山
上
よ
り
下
に
流
る
。
そ
の
滋
液
を
得
て
、
谷
中
に
三
千
余
家
あ

り
。
ま
た
井
を
穿
た
ず
。
悉
く
こ
の
水
を
飲
む
。
上
寿
は
百
二
三
十
、
中
は

百
余
、
下
七
八
十
の
者
、
こ
れ
を
大
夭
と
名
づ
く
。
菊
華
身
を
軽
く
し
、
気

を
益
す
が
ゆ
ゑ
な
り
。）」
と
見
え
る
（『
初
学
記
』
巻
二
十
七
「
菊
」
に
も
）。

こ
れ
ら
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
記
述
は
、
百
詠
注
で
は
「
靃
靡
寒
潭
側
」
の
一
つ

前
の
、「
香
泛
野
人
杯
」
の
句
に
注
さ
れ
て
い
る
。
光
行
は
菊
水
に
住
む
人
々

の
上
寿
は
採
ら
ず
、
百
詠
注
に
は
な
い
胡
廣
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
加
え
た
。
な

お
、光
行
と
同
時
代
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
海
道
記
』『
東
関
紀
行
』
に
は
、

承
久
の
乱
に
参
画
し
て
鎌
倉
に
連
行
さ
れ
た
藤
原
宗
行
が
、
菊
川
宿
に
お
い

て
「
彼
南
陽
県
菊
水　

汲
下
流
延
齢　

此
東
海
道
菊
河　

宿
西
岸
終
命
」
の

詩
を
書
き
残
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
○
胡
廣　

後
漢
の
政
治
家
。
そ
の
伝

は
『
後
漢
書
』
列
伝
に
載
る
が
、
こ
の
話
柄
は
収
め
て
い
な
い
。
光
行
注
の

「
南
陽
の
菊
水
を
の
み
て
命
長
し
、
八
十
余
と
い
へ
り
」
に
も
っ
と
も
近
い

記
述
は
、『
藝
文
類
聚
』
巻
八
十
一
「
菊
」
に
見
え
る
、「
盛
弘
之
荊
州
記
曰
、

酈
縣
菊
水
太
尉
胡
廣
久
患
風
羸
（
ル
イ
）　、
恒
汲
飲
此
水
、
後
疾
遂
瘳
、
年
近
百
歳
、

非
唯
天
寿
、
亦
菊
延
之
也
（
盛
弘
の
荊
州
記
に
曰
く
。
酈
縣
の
菊
水
、
太
尉

胡
広
久
し
く
風
羸
を
患
ふ
。
恒
に
こ
の
水
を
汲
み
て
飲
む
。
後
に
疾
遂
に
瘳い

ゆ
。
年
百
歳
に
近
し
。
唯
に
天
寿
に
あ
ら
ず
。
ま
た
菊
の
こ
れ
を
延
ぶ
る
な

り
。）」
と
思
わ
れ
る
が
、
光
行
注
は
菊
水
で
胡
廣
の
病
が
癒
え
た
こ
と
を
記

さ
ず
、
ま
た
年
齢
等
の
差
違
も
大
き
い
の
で
、
こ
れ
を
直
接
に
受
容
し
た
と

は
考
え
に
く
い
。
○
う
つ
ろ
ふ　
「
白
菊
」
と
組
み
合
わ
せ
た
例
に
は
、
早

く
「
し
ら
ぎ
く
の
う
つ
ろ
ひ
ゆ
く
ぞ
あ
は
れ
な
る
か
く
し
つ
つ
こ
そ
人
も
か

れ
し
か
」（
後
拾
遺
集
・
秋
下
355
良
暹
法
師
）
が
あ
る
。
こ
の
歌
の
「
う
つ

ろ
ふ
」
は
「
色
あ
せ
る
、
衰
え
る
」
意
の
「
移
ろ
ふ
」
だ
が
、
平
安
末
期
に

は
「
み
づ
の
お
も
に
き
し
の
し
ら
ぎ
く
う
つ
ろ
へ
ば
い
け
の
そ
こ
に
も
は
な

さ
き
に
け
る
」（
為
忠
初
度
百
首
416
水
岸
菊
）、「
し
ら
ぎ
く
の
う
つ
ろ
ふ
か
げ

を
は
な
か
と
て
を
ら
れ
ぬ
水
を
む
す
び
つ
る
か
な
」（
風
情
集
88
「
菊
花
水

─ 275 ─
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─ 274 ─

に
え
い
ず
」
題
）
の
よ
う
に
、「
水
面
に
映
じ
る
」
意
の
「
映
ろ
ふ
」
と
し
て

用
い
る
例
が
見
え
る
。
為
忠
百
首
歌
は
「
そ
こ
」
の
語
を
用
い
る
点
で
も
光

行
歌
と
共
通
し
て
注
意
さ
れ
る
。
ま
た
、
俊
恵
の
「
ひ
を
へ
つ
つ
う
つ
ろ
ふ

ま
ま
に
し
ら
ぎ
く
の
し
た
ゆ
く
水
も
色
か
は
り
け
り
」（
林
葉
集
524
）
の
よ

う
に
、「
う
つ
ろ
ふ
」
に
「
移
ろ
ふ
」「
映
ろ
ふ
」
の
両
義
を
掛
け
た
例
も
見

え
る
。
光
行
歌
で
は
「
一
方
の
色
や
香
が
他
方
に
染
み
つ
く
」
意
の
「
移
る
」

と
「
映
る
」
を
掛
け
る
か
。
○
し
づ
え　

根
に
近
い
方
の
下
の
方
の
枝
。

【
試　

訳
】

〈
句
〉	

（
菊
花
は
）
水
の
冷
た
い
川
の
ほ
と
り
に
、び
っ
し
り
と
群
が
り
合
っ

て
咲
き
乱
れ
る
。

〈
注
〉	

靃
靡
と
は
微
細
な
も
の
が
密
に
群
が
り
合
う
状
態
で
あ
る
。（
中
国

の
）
南
陽
に
菊
潭
と
い
う
地
域
が
あ
る
。（
そ
こ
を
流
れ
る
川
の
）

水
を
汲
ん
で
酒
に
作
る
と
、
味
わ
い
は
甘
く
、
し
か
も
人
を
酔
わ
せ

な
い
。
胡
廣
は
南
陽
の
水
を
飲
ん
で
長
命
を
保
っ
た
。
八
十
余
歳
ま

で
生
き
た
と
い
う
。

〈
歌
〉	

白
菊
（
の
白
い
色
）
が
そ
こ
に
映
じ
た
よ
う
な
そ
の
色
を
見
て
い
る

と
、（
そ
れ
は
な
ん
と
あ
の
菊
の
）
下
の
方
の
枝
を
分
け
て
落
ち
て
来

た
（
菊
潭
の
）
谷
水
な
の
だ
っ
た
よ
。

【
余　

考
】　

光
行
歌
は
難
解
で
あ
る
が
、
光
行
注
の
関
心
は
菊
潭
の
村
人
が

ど
れ
ほ
ど
長
寿
を
保
っ
た
か
よ
り
も
、
そ
の
水
で
作
っ
た
酒
の
方
に
向
け
ら

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
詠
作
主
は
そ
の
菊
水
な
い
し
は
酒
を
目
前
に
し
て

い
る
菊
潭
の
人
物
と
考
え
て
訳
を
試
み
た
。
白
菊
が
水
底
に
映
じ
る
よ
う
に
、

眼
前
に
あ
る
水（
酒
）に
も
菊
の
白
い
色
を
湛
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
探
っ

た
詠
作
主
が
、「
な
る
ほ
ど
、
こ
の
水
は
菊
の
下
枝
を
分
な
が
ら
流
れ
落
ち
て

き
た
の
だ
か
ら
当
然
な
の
だ
っ
た
」
と
得
心
し
た
体
と
解
し
た
。【
語
釈
】

の
「
う
つ
ろ
ふ
」
項
に
掲
げ
た
以
外
に
も
、「
い
け
み
づ
に
か
げ
は
さ
な
が
ら

う
つ
ろ
へ
ど
み
ぎ
は
に
は
な
ほ
し
ら
ぎ
く
の
は
な
」（
言
葉
集
286
中
原
清
重

「
水
辺
菊
」）
等
、「
水
面
に
映
る
白
菊
」
を
詠
ん
だ
歌
は
特
に
平
安
末
期
に
増

え
る
が
、
菊
潭
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
依
拠
し
た
作
は
光
行
歌
以
外
に
は
見
ら
れ

な
い
。
光
行
は
菊
潭
の
内
容
を
和
歌
に
移
そ
う
と
す
る
際
に
、「
水
面
に
映
る

白
菊
」
の
詠
歌
史
を
参
考
に
し
、
二
つ
の
趣
向
を
結
び
合
わ
せ
て
一
首
を
成

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
水
面
に
映
る
白
菊
」
を
詠
ん
だ
例
が
、
俊

恵
や
清
重
・
公
重
な
ど
、
地
下
・
隠
遁
者
の
歌
圏
で
活
動
し
た
人
々
の
作
に

認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
光
行
の
歌
人
と
し
て
の
位
置
を
考
え
る
上
で
興
味
深

い
。

巻
第
三　

芳
草
部
「
竹
」

45　

蕭
条
含
曙
氛（
気
）

（

ヲ

　

一　　

呉
都
賦
云
竹
ハ
則
緑
の
葉
　（
葉
は
）青

き
く
き
あ
り
。
し
も

を
ゝ
か
し
雪
を
と
ゞ
む
。
檀
欒
と
ま
ど
か
に
、
蝉
蛸娟
歟

と
た
を
や
か
な
り
。

梢
雲
無
レ

踰　
コ
ト、

嶰カ
イ

谷
弗
能
　
　
　
ハ

連　
コ
ト。

霜
が
れ
の
冬
に
は
よ
そ
の
み
ど
り
に
て
な
つ
は
あ
き
あ
る
竹
の
し
た
陰

【
百　

詠
】

高
簳
楚
江
濆　

蕭
条
含
曙
氛
（
高
簳　

楚
江
の
濆ほ
と
り、
蕭
条
と
し
て
曙
氛
を
含

め
り
。）

【
百
詠
注
】

高
簳
楚
江　
　
ノ

濆ホ
ト
リ〈
楚
詞
曰
、
嬋
娟
之
竹
寄
二

生
於
江
濆　
ニ

一

也
。
簳
　
　
ハ

竹
簳
也
。
竹

水
之
際
、
謂
二

之　
ヲ

濆　
ト

一

。
一
本　
　
ニ

禹
貢
荊
州　
　
ニ

曰
、
惟　
レ

箘

也
、楉
　
　
ク
ノ

三　
ハ

江　
ヨ
リ

底イ
タ
スレ

貢
、

注　
ニ

曰
楉　
ハ

中
矢
簳
。
尓
雅
曰
、
大
水
溢　
レ
テ

為
二

小
水　
ト

一

、
曰
レ

濆
。
文
選
曰
、
梢

雲　
　
モ

以
无
レ

踰
是
。
則
竹
常　
ニ

有
二

雲
梢
也
、
梢
雲　
ハ

瑞
雲
也
〉 

蕭
条　
ト
シ
テ

含　
メ
リ

二

曙
氛　
ヲ

一

。

（
楚
詞
に
曰
く
、
嬋
娟
の
竹
、
江
の
濆
に
寄
生
す
。
簳
は
竹
簳
な
り
。
ま
た

◦
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水
の
際
、
こ
れ
を
濆
と
謂
ふ
。
一
本
に
、
禹
貢
荊
州
に
曰
く
、
惟お
よ

び
菌き
ん

・

楉こ

な
り
と
。
こ
こ
に
三
江
よ
り
貢
を
厎い
た

す
。
注
に
曰
く
、
楉
は
矢
簳
に
中
つ

と
。
爾
雅
に
曰
く
、
大
水
溢
れ
て
小
水
と
な
る
。
こ
れ
を
濆
と
曰
ふ
。
文
選

に
曰
く
、
梢
雲
も
以
て
是
を
踰
る
な
し
。
則
ち
竹
常
に
雲
梢
あ
り
。
梢
雲
は

瑞
雲
な
り
。〉

　

※
「
禹
貢
荊
州
」
の
書
き
下
し
は
『
書
経
』「
禹
貢
」
の
本
文
に
従
っ
た
。

【
語　

釈
】

○
蕭
条　

ひ
っ
そ
り
と
も
の
寂
し
い
様
子
。
○
曙
氛　

底
本
は「
曙
気
」だ
が
、

「
百
詠
」
お
よ
び
「
百
詠
注
」
の
当
該
詩
句
に
従
っ
て
改
め
た
。「
曙
」
は
夜

明
け
の
意
。「
氛
」
に
は
単
な
る
「
気
」
の
意
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
も

や
」
と
解
し
た
。
○
呉
都
賦
云
『
文
選
』
所
収
の
左
太
冲
「
呉
都
賦
」
の
う

ち
、
産
物
の
竹
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
に
、「
縁
葉
翠
茎
、
冒
霜
停
雪
、

矗

森
萃
、
蓊
茸
蕭
瑟
。
檀
欒
嬋
娟
、
玉
潤
碧
鮮
。
梢
雲
無
以
踰
、
嶰
谷
弗
能
連

（
縁
り
ょ
く
よ
う葉

翠す
い
け
い茎

、
霜
を
冒
し
雪
を
停
め
、
し
ゆ
く
ち
く
し
ん
す
い

矗
森
萃
、
蓊お
う
じ
ょ
う
し
ょ
う
し
つ

茸
蕭
瑟
た
り
。

檀だ
ん
ら
ん
せ
ん
け
ん

欒
嬋
娟
と
し
て
、
玉た
ま

の
ご
と
く
潤う
る
ほひ

碧た
ま

の
ご
と
く
鮮
あ
ざ
や
かな

り
。
梢せ
う
う
ん雲

も
以
て

踰こ

ゆ
る
無
く
、
嶰か
い
こ
く谷

も
連つ
ら
なる

能
は
ず
）」
と
あ
る
。「
百
詠
注
」
が
「
高
簳
楚

江
濆
」
の
句
に
付
し
た
注
の
末
尾
に
は
「
梢
雲
以
无
踰
是
」
の
箇
所
の
み
を

引
く
。
光
行
は
「
呉
都
賦
」
か
ら
直
接
引
用
し
た
か
。
○
緑
の
葉
青
き
く
き

あ
り　

底
本
は
「
緑
の
葉
は
青
き
く
き
あ
り
」
で
あ
る
が
、
意
が
取
り
に
く

い
。「
呉
都
賦
」
の
「
緑
葉
翠
茎
」
に
拠
り
、
葉
と
茎
を
並
列
し
て
と
も
に

緑
色
で
あ
る
と
述
べ
た
も
の
と
見
て
訂
し
た
。
○
し
も
を
ゝ
か
し　
「
を
か

す
」
は
困
難
を
耐
え
忍
ん
で
持
ち
こ
た
え
る
意
。
冬
の
霜
の
厳
し
さ
に
も
負

け
る
こ
と
な
く
。
○
雪
を
と
ゞ
む　
「
と
ゞ
む
」
は
置
き
留
め
る
意
。
雪
が

降
れ
ば
、
冷
た
さ
に
耐
え
て
葉
の
上
に
積
も
ら
せ
る
意
。
○
檀
欒
と
ま
ど
か

に　

い
わ
ゆ
る
「
文
選
読
み
」
で
、「
檀
欒
」
を
漢
語
と
和
語
で
二
回
読
ん
だ
。

「
檀
欒
」
は
竹
が
美
し
く
伸
び
て
群
が
っ
て
い
る
様
子
。『
初
学
記
』
巻

二
十
八
「
竹
」
の
事
対
に
「
檀
欒
」
の
典
拠
と
し
て
、
枚
乗
の
「
梁
王
菟
園

賦
」
に
「
脩
竹
檀
欒
夾
池
水
（
脩
竹
檀
欒
と
し
て
池
水
を
夾
む
。）」
と
あ
る

こ
と
が
記
さ
れ
る
。「
ま
ど
か
」
は
「
円
か
」
で
こ
ん
も
り
と
丸
い
様
子
。

○
蝉
蜎
と
た
を
や
か
な
り　

文
選
読
み
。「
蝉
蜎
」
は
「
呉
都
賦
」
で
は
「
嬋

娟
」
と
表
記
す
る
。
ど
ち
ら
も
美
し
く
み
や
び
で
あ
る
意
。
日
本
で
は
「
頻

低
寧
顧
金
釵
落
、
嬋
娟
嬌
態
今
欲
休
」（
経
国
集
・
鞦
韆
篇
／
嵯
峨
天
皇
）

の
よ
う
に
、
女
性
の
あ
で
や
か
な
美
し
さ
に
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

「
た
を
や
か
」
は
、
し
な
や
か
に
撓
む
さ
ま
を
言
う
。『
類
聚
名
義
抄
』
に
は

「
嬋 

タ
ヲ
ヤ
カ
ナ
ル
」
と
見
え
る
。
竹
の
し
な
や
か
に
伸
び
た
様
態
を
示
し

た
表
現
。
○
梢
雲　

高
い
雲
。
地
名
と
考
え
る
説
も
あ
る
。
○
踰　

通
り
過

ぎ
る
。
ま
た
は
、
渡
る
意
。
○
嶰
谷　

崑
崙
の
北
に
あ
る
谷
。
黄
帝
の
時
代

に
、
伶
倫
が
そ
の
谷
に
生
え
る
竹
を
採
っ
て
音
律
を
定
め
た
。
○
霜
枯
れ
の

冬
に
は
よ
そ
の
み
ど
り
に
て　
「
よ
そ
」
は
無
関
係
で
あ
る
意
。
一
般
の
草

木
の
葉
が
霜
枯
れ
る
冬
の
季
節
に
も
、
竹
は
無
関
係
で
あ
る
と
し
て
緑
で
あ

り
。
雪
が
降
り
積
も
っ
て
も
竹
は
変
わ
ら
ず
緑
の
色
を
保
つ
と
詠
む
歌
は
稀

だ
が
、
紀
貫
之
が
屏
風
歌
に
「
し
ら
ゆ
き
は
ふ
り
か
く
せ
ど
も
ち
よ
ま
で
に

竹
の
み
ど
り
は
か
は
ら
ざ
り
け
り
」（
拾
遺
集
・
雑
賀
1177
）
と
詠
み
、
堀
河

百
首
に
も
顕
季
の
「
冬
籠
色
か
は
り
て
も
み
え
ぬ
か
な
竹
の
よ
ご
と
に
雪
は

ふ
れ
ど
も
」（「
竹
」
1317
）
の
詠
が
あ
る
。
○
な
つ
は
あ
き
あ
る　

他
に
用
例

を
見
出
せ
な
い
措
辞
だ
が
、
竹
が
夏
季
に
涼
し
い
緑
陰
を
も
た
ら
す
こ
と
を

詠
む
歌
は
、「
す
ず
し
さ
に
い
く
夜
か
ね
ぬ
る
く
れ
竹
の
林
は
夏
の
ふ
し
ど
な

り
け
り
」（
堀
河
百
首
・
竹
1314
匡
房
）
な
ど
、
特
に
平
安
後
期
以
降
は
し
ば

し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

【
通　

釈
】
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『百詠和歌』注釈（二）

（
一
七
）

〈
句
〉	

（
竹
は
）
ひ
っ
そ
り
と
も
の
寂
し
い
た
た
ず
ま
い
で
、
夜
明
け
の
も

や
を
は
ら
ん
で
い
る
。

〈
注
〉	
「
呉
都
賦
」
に
言
う
に
は
、
竹
は
す
な
わ
ち
、
緑
の
葉
と
青
い
茎
を

持
ち
、（
冬
の
冷
た
い
）
霜
に
も
耐
え
、（
雪
が
降
れ
ば
葉
の
上
に
）
雪

を
積
も
ら
せ
る（
が
、そ
の
緑
の
色
を
変
え
る
こ
と
が
な
い
）。群
が
っ

て
こ
ん
も
り
と
茂
り
、
し
な
や
か
に
撓
ん
で
い
る
。（
高
く
伸
び
て

い
る
の
で
）
高
い
雲
も
（
そ
の
上
空
を
）
渡
っ
て
い
く
こ
と
は
な
く
、

（
古
代
に
音
律
の
元
に
な
っ
た
と
い
う
）
嶰
谷
の
名
竹
も
（
呉
竹
に
）

並
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。

〈
歌
〉	

他
の
草
木
が
霜
に
あ
っ
て
枯
れ
て
し
ま
う
冬
に
は
、（
こ
れ
と
）
無
関

係
で
あ
る
と
し
て
緑
の
色
を
保
ち
、
夏
に
は
（
涼
し
い
緑
陰
に
よ
っ

て
）
秋
を
感
じ
さ
せ
る
竹
の
下
陰
で
あ
る
よ
。

【
余　

考
】

　

光
行
歌
は
、「
他
の
草
木
が
枯
れ
る
冬
に
あ
っ
て
も
季
節
に
冒
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
夏
に
あ
っ
て
は
秋
と
い
う
現
実
と
は
異
な
る
季
節
を
包
含
す
る
」

と
、
夏
冬
ふ
た
つ
の
季
節
に
お
け
る
竹
の
あ
り
よ
う
を
対
比
し
て
詠
む
点
が

趣
向
と
な
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
様
態
も
竹
の
緑
の
葉
叢
に
関
わ
る
が
、
光

行
注
の
引
く
『
文
選
』「
呉
都
賦
」
に
描
か
れ
る
の
は
、
冬
の
厳
し
い
寒
さ

に
耐
え
て
緑
を
保
つ
面
の
み
で
、
夏
に
涼
し
い
緑
陰
を
作
る
こ
と
は
「
呉
都

賦
」
に
典
拠
を
持
た
な
い
。【
語
釈
】
で
も
述
べ
た
ご
と
く
、平
安
後
期
以
降
、

竹
蔭
が
暑
い
夏
に
爽
涼
を
も
た
ら
す
こ
と
が
歌
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。

掲
出
し
た
堀
河
百
首
の
匡
房
歌
に
お
い
て
も
、「
涼
し
さ
」
の
語
が
用
い
ら
れ

て
い
る
が
、
さ
ら
に
「
竹
風
如
秋
」（
基
俊
集
27
）、「
竹
風
告
秋
」（
林
葉
集

364
）
の
よ
う
に
、
実
際
の
季
節
は
夏
で
あ
る
の
に
竹
を
吹
く
涼
風
が
秋
を
感

じ
さ
せ
る
と
い
う
趣
旨
を
詠
ま
せ
る
設
題
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、

「
竹
風
夜
涼
」
題
で
詠
ま
れ
た
、「
や
ど
ち
か
き
竹
の
う
は
ば
に
か
ぜ
こ
え
て

あ
き
と
お
ぼ
ゆ
る
夜
半
の
け
し
き
か
」（
重
家
集
22
）、「
ま
ど
ち
か
き
い
さ
さ

む
ら
竹
風
吹
け
ば
秋
に
お
ど
ろ
く
夏
の
夜
の
夢
」（
新
古
今
集
・
夏
257
公
継
）

等
は
、
ま
さ
し
く
夏
の
中
に
あ
る
秋
を
感
じ
取
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
竹

を
吹
く
風
に
秋
を
感
じ
取
る
こ
と
は
、
た
と
え
ば
白
居
易
に
「
風
枝
蕭
颯
欲

秋
声
（
風
枝
蕭
颯
と
し
て
秋
の
声
に
な
ん
な
む
と
す
）」（
和
漢
朗
詠
集
・
巻

下
「
竹
」）
の
詩
句
が
あ
る
ご
と
く
、
日
本
に
独
自
の
発
想
で
は
な
い
が
、

光
行
が
こ
こ
で
「
百
詠
」
本
文
に
も
「
百
詠
注
」
に
も
、
ま
た
自
身
が
引
用

し
た
「
呉
都
賦
」
に
も
見
え
な
い
「
竹
風
の
涼
し
さ
」
を
詠
ん
だ
背
景
に
は
、

平
安
末
期
に
お
け
る
「
竹
風
」
の
詠
歌
史
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

46　

誰
知
湘
水
上　
リ
ニ

一　

流
涙
独
思
君　
ヲ　
　

尭
の
二
人
の
む
す
め
娥
皇
女
英
は

舜
の
め
な
り
。
舜
か
く
れ
給
て
後
、
二
人
の
人
、
湘
水
の
ほ
と
り
に
哀
哭
、

涙
を
落
こ
と
雨
の
ご
と
し
。
涙
竹
に
灑
ぎ
て
、
竹
斑
に
な
り
ぬ
。
か
な
し

び
に
た
へ
ず
し
て
と
も
に
湘
水
に
お
ぼ
れ
て
し
ぬ
。
此
故
に
ふ
た
り
を
湘

夫
人
と
い
へ
り
。

よ
を
か
さ
ね
物
お
も
ふ
袖
と
ひ
と
つ
に
や
竹
の
す
ゑ
葉
も
涙
お
ち
け
る

【
百　

詠
】

　

誰
知
湘
水
上　

流
涙
独
思
君
（
誰
か
知
ら
む
湘
水
の
ほ
と
り
に
、
涙
を
流

し
て
独
り
君
を
思
ふ
を
。）

【
百
詠
注
】

　

誰
知　
ラ
ン

湘
水　
ノ

上
流　
シ
テ
　レ

泪
　
　
ヲ

独
思　
フ
ヲ

君　
ヲ

〈
舜
死
二

蒼
梧　
ニ

一

、二
妃
娥
皇
女
英
不
レ

従
、

泣
染　
テ

レ

竹　
ヲ

成
レ

斑
　
　
ヲ

也
。
一
本
曰
、
湘
夫
人　
ハ

舜　
ノ

妃
也
。
舜
崩
二

於
蒼
桐　
ニ

一

、二
妃
奔　
テ

哀
湘
夫
人
涙
、
染
二

斑
竹　
ヲ

一

、
皆
二
妃
溺
レ

水
　
　
ニ

死
、
故
　
　
ニ

号
二

湘
夫
人
一

也
〉（
舜
蒼
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（
一
八
）

梧
に
死
す
。
二
妃
娥
皇
女
英
従
は
ず
。
泣
き
て
竹
を
染
め
て
斑
を
成
す
な
り
。

一
本
に
曰
く
、
湘
夫
人
は
舜
の
妃
な
り
。
舜
青
梧
に
崩
ず
。
二
妃
奔
り
て
哀

し
み
、
湘
夫
人
の
涙
、
斑
竹
を
染
む
。
皆
に
二
妃
、
水
に
溺
れ
死
ぬ
。
故
に

湘
夫
人
と
号
す
る
な
り
。）

【
語　

釈
】

○
娥
皇
女
英　

古
代
の
聖
天
子
と
さ
れ
る
尭
の
娘
で
、
と
も
に
舜
の
后
妃
と

な
っ
た
二
人
の
女
性
の
名
。『
列
女
伝
』「
母
儀
伝
」
に
「
有
虞
二
妃
、
帝
尭

之
二
女
也
、
長
曰
娥
皇
、
次
曰
女
英
、
尭
挙
舜
為
相
摂
行
王
政
、
毎
事
常
謀

於
二
女
、
舜
既
受
禅
升
為
天
子
、
娥
皇
為
后
女
英
為
妃
、
事
瞽
瞍
猶
若
初
焉
、

天
子
称
二
妃
聡
明
貞
仁
、
舜
陟
方
死
蒼
梧
、
二
妃
於
江
湘
之
間
、
謂
之
湘

君
」
と
見
え
る
。
○
湘
水　

広
西
省
興
安
県
の
陽
海
山
を
源
と
し
洞
庭
湖
に

注
ぐ
川
の
名
。
湖
南
省
雲
陵
県
の
西
で
瀟
水
と
合
し
て
「
瀟
湘
」
と
呼
ば
れ

る
。
○
哀
哭　

人
の
死
を
悲
し
み
悼
ん
で
大
声
で
泣
き
叫
ぶ
意
。
○
涙
、
竹

に
灑
ぎ
て
、竹
斑
に
な
り
ぬ　
『
初
学
記
』
第
二
十
八
「
竹
」
の
事
対
に
、「
張

華
博
物
志
、
舜
死
、
二
妃
涙
下
染
竹
即
斑
、
妃
死
為
湘
水
神
、
故
曰
湘
妃
竹

（
張
華
博
物
志
、
舜
死
す
。
二
妃
の
涙
下
り
て
竹
を
染
め
、
即
ち
斑
な
り
。

妃
死
し
て
湘
水
の
神
と
な
る
。ゆ
ゑ
に
湘
妃
の
竹
と
曰
ふ
。）」と
見
え
る
。『
列

女
伝
』
の
「
娥
皇
女
英
」
の
話
に
は
、
こ
の
話
柄
は
見
え
な
い
。
光
行
注
は

百
詠
注
に
拠
っ
て
記
し
た
の
だ
ろ
う
。
娥
皇
女
英
の
涙
が
竹
を
ま
だ
ら
に
染

め
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、平
安
時
代
末
期
成
立
の
『
唐
物
語
』
に
も
載
る
が
、『
唐

物
語
』
で
は
舜
の
没
し
た
場
所
を
「
湘
浦
」
と
し
、
二
妃
の
涙
を
「
く
れ
な

ゐ
の
涙
」
と
記
す
な
ど
、
む
し
ろ
翻
案
が
進
ん
で
い
る
。
○
と
も
に
湘
水
に

お
ぼ
れ
て
し
ぬ　

百
詠
注
の「
一
本
」説
に
従
っ
た
内
容
。「
と
も
に
」は「
皆
」

訓
じ
た
も
の
で
、「
二
人
と
も
」
の
意
で
は
な
く
、「
そ
ろ
っ
て
一
緒
に
」
の
意

で
あ
ろ
う
。
○
よ
を
か
さ
ね　
「
よ
を
か
さ
ね
し
も
と
と
も
に
し
お
き
ゐ
れ

ば
あ
り
し
ば
か
り
の
夢
だ
に
も
み
ず
」（
詞
花
集
・
恋
下
261
皇
嘉
門
院
出
雲
）

の
よ
う
に
、
逢
瀬
を
長
い
間
待
ち
続
け
る
こ
と
を
表
現
す
る
例
が
多
い
。
こ

こ
で
は
、
夫
を
失
っ
た
哀
し
み
が
い
つ
ま
で
も
尽
き
な
い
こ
と
を
示
す
。
○

物
お
も
ふ
袖　
「
お
ほ
か
た
に
ふ
る
と
ぞ
み
え
し
さ
み
だ
れ
は
も
の
お
も
ふ

そ
で
の
な
に
こ
そ
あ
り
け
れ
」（
後
拾
遺
集
・
恋
四
804
源
道
済
）、「
し
の
ぶ
れ

ど
な
み
だ
ぞ
し
る
き
く
れ
な
ゐ
に
も
の
お
も
ふ
そ
で
は
そ
む
べ
か
り
け
り
」

（
詞
花
集
・
恋
219
源
道
済
）
等
、
多
く
の
用
例
が
あ
る
。「
物
思
ふ
」
は
恋
歌

に
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
語
だ
が
、「
思
ふ
」
は
「
恋
ふ
」
と
異
な
り
、
ひ

と
り
孤
独
に
苦
悩
と
向
き
合
う
状
態
を
示
す
こ
と
が
多
い
。
右
の
道
済
の
二

首
と
同
様
に
、
涙
・
露
・
玉
な
ど
の
語
と
組
み
合
わ
せ
て
、
恋
を
め
ぐ
る
苦

悩
を
袖
に
か
か
る
涙
に
よ
っ
て
表
現
す
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
夫
と
死
別
し
た
女
の
孤
独
な
哀
し
み
を
か
た
ど
る
。
○
ひ
と
つ　

二
つ

以
上
の
も
の
が
一
様
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
○
竹
の
す
ゑ
葉
も　
「
末
葉
」

は
先
端
の
方
の
葉
。「
も
」
は
「
私
の
袖
」
と
「
竹
の
末
葉
」
を
同
じ
く
「
哀

し
み
の
涙
に
濡
れ
る
」
も
の
と
し
て
並
列
す
る
。「
竹
の
末
葉
」
を
用
い
た

詠
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
鎌
倉
後
期
以
降
の
も
の
だ
が
、
光
行
以
前
の
用

例
も
「
を
れ
ふ
し
て
た
け
の
す
ゑ
ば
も
う
づ
も
れ
ぬ
よ
ご
と
に
ま
さ
る
ゆ
き

の
お
も
さ
に
」（
雅
兼
集
40
）
等
、
わ
ず
か
な
が
ら
認
め
ら
れ
る
。

【
通　

釈
】

〈
句
〉	

い
っ
た
い
誰
が
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
湘
水
の
ほ
と
り
で
、
涙
を

流
し
な
が
ら
、（
今
は
亡
き
）
君
を
偲
ん
で
い
る
こ
と
を
。

〈
注
〉	
尭
帝
の
二
人
の
娘
娥
皇
と
女
英
は
と
も
に
舜
の
妃
で
あ
っ
た
。
舜
が

亡
く
な
っ
た
後
、
二
人
の
妃
は
湘
水
の
ほ
と
り
で
激
し
く
泣
き
叫
び
、

ま
る
で
降
る
雨
の
よ
う
に
ひ
ど
く
涙
を
流
し
た
。
そ
の
涙
は
竹
に
注

ぎ
、
竹
は
ま
だ
ら
に
な
っ
た
。（
二
人
の
妃
は
）
哀
し
み
を
こ
ら
え
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『百詠和歌』注釈（二）

（
一
九
）

ら
れ
ず
、
一
緒
に
湘
水
で
（
身
を
投
げ
）
溺
れ
て
死
ん
だ
。
こ
の
た

め
に
、
二
人
の
妃
を
湘
夫
人
と
呼
ん
で
い
る
。

〈
歌
〉	

幾
晩
も
（
亡
き
帝
を
偲
ん
で
）
つ
ら
い
物
思
い
を
す
る
（
私
た
ち
の
）

袖
と
、
同
類
な
の
だ
ろ
う
か
。
竹
の
末
葉
に
も
涙
が
落
ち
た
こ
と
だ
。

【
余　

考
】

　

光
行
注
で
は
、
二
人
の
妃
の
涙
に
つ
い
て
「
雨
の
ご
と
し
」
と
記
す
が
、

落
涙
を
雨
に
喩
え
る
表
現
は
、
百
詠
注
に
も
、
ま
た
そ
の
典
拠
で
あ
る
『
張

華
博
物
志
』
や
『
列
女
伝
』
に
も
見
ら
れ
な
い
。
単
な
る
翻
案
上
の
修
辞
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、【
語
釈
】
に
引
い
た
道
済
歌
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、「
袖
」

に
か
か
る
涙
を
「
雨
」
と
表
現
す
る
和
歌
の
伝
統
に
引
か
れ
た
表
現
か
。

（
中
村　

文
）

巻
第
四　

嘉
樹
部
「
松
」

31　

鶴
棲　
ム

二

君
子
樹　
ニ

一　

松
を
ば
君
子
に
た
と
ふ
。
衆
　
モ
ロ
モ
ロ
ノ

木
を
ば
凡
人
に
た

と
ふ
。
年
寒
く
し
て
四
方
の
木
末
霜
雪
に
を
か
さ
れ
て
、
皆
枯
落
時
、
松

独
緑
也
。
こ
の
ゆ
ゑ（
ヘ
）に

た
と
ふ
。
又
千
歳
の
鶴
松
樹
に
す
む
と
云
り
。
又

君
子
樹
あ
り
。
そ
の
は
松
に
似
た
り
と
も
い
へ
り
。
又
昔
滎（
栄
）陽
郡
の
み
な

み
石
の
室
あ
り
。
後
に
一
つ
の
松
の
十
丈
な
る
あ
り
。
こ
の
室
に
妻メ
　
コ夫
あ

り
け
り
。
数
百
歳
を
へ
て
化
し
て
鶴
と
な
り
ぬ
。
鶴
一
つ
が
ひ
こ
の
木
に

棲
て
羽
を
な
ら
ぶ
と
云
り
。

や
ど
し
む
る
鶴
の
八
千
よ
の
老
木
ま
で
い
か
に
く
ち
せ
ぬ
松
の
ち
ぎ
り
ぞ

【
百　

詠
】

鶴
棲
君
子
樹　

風
払
大
夫
松　
（
鶴
は
君
子
の
樹
に
棲
み
、
風
は
大
夫
の
枝

を
払
ふ
）

【
百
詠
注
】

鶴　
ハ

棲
二

君
子
樹
一　
〈
千
年
鶴　
ハ

棲
於
松
樹　
ニ

一

、
君
子
樹　
ノ
　
ハ葉

似
レ

松　
ニ

。
曹
爽
曽　
テ

種
之

於
中
庭　
　
ニ

一

也
。
一
本
神
異
記　
ニ

曰
、
滎（
栄
）

陽
郡　
ノ
　
ニ南

有
二

石
室
一

。
室
后　
ニ

有
二

弧
松
一

。

千
丈　
ナ
リ
　。双
鶴
棲
二

其　
ノ
　
ニ上

一

。晨　
ニ

必
接
レ

翅
　
ハ
ネ
ヲ、
夕
輒　
チ

偶
レ

影　
ヲ

。
広
志
曰
、
君
子
樹　
ハ

似

二

檉テ
イ

松
一

也
〉（
千
年
の
鶴
は
松
樹
に
棲
み
、
君
子
樹
の
葉
は
松
に
似
た
り
。
曹

爽
曽
て
之
を
中
庭
に
種
た
る
也
。
一
本
、
神
異
記
に
曰
く
、
滎
陽
郡
の
南
に

石
室
有
り
。
室
后
に
孤
松
有
り
。
千
丈
な
り
。
双
鶴
其
の
上
に
棲
む
。
晨
に

必
ず
翅
を
接
し
、
夕
に
輒
ち
影
を
偶
ぶ
。
広
志
に
曰
く
、
君
子
樹
は
松
に
似

る
也
。）

【
語　

釈
】

○
嘉
樹　

め
で
た
い
樹
。
よ
い
樹
。　

○
君
子
樹　

松
。
君
子
に
た
と
え

ら
れ
る
樹
と
い
う
意
味
で
松
を
こ
う
よ
ぶ
。
ま
た
百
詠
注
に
『
広
志
』
を

引
い
て
「
檉
松
に
似
る
」
君
子
樹
が
あ
っ
た
よ
う
に
記
す
が
、「
檉
」
は
、
檉

柳
科
属
の
落
葉
灌
木
で
松
と
は
科
を
異
に
す
る
。　

○
君
子　

徳
の
高
い
立

派
な
人
。
人
格
者
。
○
年
寒
く
し
て･･･

松
独
緑
也　
　

陽
明
本
『
注
百
詠
』

割
注
に
「
論
語
子
曰
、
歳
寒
然
後
知
二

松
柏
之
後
彫
一

也
。
言
大
寒
之
歳
衆
木

皆
死カ
レ
ヌ。

柏　
ハ

小
彫
。
平
歳　
ニ
ハ

衆
木
有
不
死
者
故
歳
寒
而
後
別ワ
ク

也
。」
と
あ
る
。
光

行
の
注
文
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
書
い
て
い
る
。　

○
千
歳
の
鶴
松
樹
に
す
む

　

千
年
も
生
き
る
鶴
は
松
の
木
に
す
む
。
俊
成
の
歌
に
「
松
の
も
と
千
年
の

鶴
の
よ
る
の
声
か
め
の
み
や
ま
に
さ
ぞ
か
よ
ふ
ら
ん
（
夫
木
抄
巻
二
十
七
・

1262
）、
為
家
の
歌
に
「
い
ろ
か
へ
ぬ
ま
つ
に
す
む
つ
る
わ
が
き
み
の
ち
よ
に

ち
と
せ
を
か
さ
ね
て
や
な
く
（
為
家
千
首
842
）。　

○
滎
陽
郡　

諸
本
「
滎
」

を
「
栄
」
に
作
る
が
『
芸
文
類
聚
』
に
「
滎
」
と
あ
る
に
拠
っ
て
改
め
た
。

隋
代
河
南
省
鄭
県
に
あ
っ
た
。
な
お
滎
陽
郡
の
南
の
石
室
に
住
ん
だ
夫
婦
の

話
の
出
典
を
百
詠
注
『
神
異
記
』
と
し
て
い
る
が
、『
芸
文
類
聚
』
松
で
は
『
神

鏡
記
』
と
し
て
い
る
。　

○
十
丈　

一
丈
は
十
尺
、
約
三
メ
ー
ト
ル
。　

○
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（
二
〇
）

や
ど
し
む
る　

宿
占
む
る
。
宿
舎
に
し
て
住
む
。　

○
い
か
に
く
ち
せ
ぬ　

「
く
ち
せ
ぬ
」
は
「
松
」
と
「
ち
ぎ
り
」
の
双
方
に
か
か
り
、松
が
枯
れ
な
い
、

変
わ
ら
ぬ
約
束
の
両
意
に
解
す
る
。　

○
松
の
ち
ぎ
り　

松
の
約
束
。
長
く

変
節
し
な
い
約
束
。「
わ
れ
を
の
み
た
の
む
と
い
へ
ば
ゆ
く
す
ゑ
の
ま
つ
の

ち
ぎ
り
も
き
て
こ
そ
は
み
め
」（
兼
家
『
蜻
蛉
日
記
』）、「
は
つ
せ
が
は
ふ
る

か
は
の
べ
の
す
ぎ
な
ら
で
ま
つ
の
ち
ぎ
り
に
と
し
も
へ
に
け
り
」（
鑁
也
露

色
随
詠
集
383
）。

【
通　

釈
】

〈
句
〉
鶴
は
君
子
の
木
に
た
と
え
ら
れ
る
松
の
木
に
棲
む
。

〈
注
〉
松
を
君
子
に
喩
え
る
。
一
般
の
木
は
凡
人
に
喩
え
る
。
寒
い
季
節
に

な
っ
て
、
四
方
の
木
の
梢
が
、
霜
雪
に
冒
さ
れ
て
、
皆
枯
れ
落
ち
る
と
き
、

松
だ
け
は
緑
を
保
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
君
子
の
樹
に
喩
え
る
。
ま
た
、

千
年
も
生
き
る
鶴
は
松
に
棲
む
と
い
わ
れ
て
い
る
。
又
君
子
樹
と
い
う
樹
が

あ
る
。
そ
の
葉
は
松
に
似
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
又
昔
、
滎
陽
郡
の

南
に
石
室
が
あ
り
、
そ
の
後
ろ
に
高
さ
十
丈
に
及
ぶ
一
本
の
松
が
あ
っ
た
。

こ
の
石
室
に
夫
婦
が
棲
ん
で
い
た
。
数
百
年
を
経
て
夫
婦
は
鶴
と
な
っ
た
。

一
つ
が
い
の
鶴
が
こ
の
石
室
の
後
ろ
の
松
に
棲
ん
で
、
羽
を
並
べ
た
と
伝
え

ら
れ
る
。

〈
歌
〉
八
千
年
も
鶴
が
宿
を
占
め
た
と
い
う
松
、
こ
の
老
松
は
ど
の
よ
う
に

し
て
枯
れ
ず
に
鶴
の
宿
と
な
る
約
束
を
守
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

【
余　

考
】

　

語
釈
の
項
で
指
摘
し
た
が
、
光
行
の
和
歌
の
注
文
「
年
寒
く
し
て
四
方
の

木
末
霜
雪
に
を
か
さ
れ
て
、
皆
枯
落
時
、
松
独
緑
也
」
は
、
陽
明
本
百
詠
注

の
「
論
語
子
曰
、
歳
寒
然
後
知
二

松
柏
之
後
彫
一

也
。
言
大
寒
之
歳
衆
木
皆
死カ
レ
ヌ。

柏　
ハ

小
彫
。
平
歳　
ニ
ハ

衆
木
有
不
死
者
故
歳
寒
而
後
別ワ
ク

也
。」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
ふ

ま
え
た
表
現
で
あ
る
。
こ
の
注
文
は
我
々
が
拠
る
慶
応
本
に
は
全
く
見
当
た

ら
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
光
行
が
見
て
い
た
百
詠
注
は
陽
明
本
系
の
本
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
池
田
利
夫
氏
は
、
陽
明
本
と
慶
大
本
を
比
較

し
て
両
者
の
注
文
が
特
に
標
題
注
の
部
分
で
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
、

こ
の
「
松
」
の
項
を
挙
げ
て
具
体
的
に
指
摘
さ
れ
、
両
者
の
違
い
が
ど
の
よ

う
に
し
て
発
生
し
た
か
「
筋
道
立
っ
て
解
明
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
」
と

論
じ
ら
れ
た
。
そ
の
上
で
、
池
田
氏
は
こ
の
「
年
寒
く
し
て
云
々
」
の
部
分

に
対
す
る
言
及
は
な
か
っ
た
が
、「
総
合
的
に
見
て
光
行
の
座
右
に
置
い
た
百

詠
注
本
が
両
者
の
い
ず
れ
に
近
い
か
と
言
え
ば
、陽
明
文
庫
蔵
本
に
な
ろ
う
」

と
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
は
そ
の
学
説
を
支
え
る
根
拠
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。
な
お
、
池
田
氏
は
『
百
詠
和
歌
』
が
陽
明
本
と
慶
大
本
の
関
係
を
解
き

明
か
す
「
最
も
豊
富
な
材
料
」
を
秘
め
て
い
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
以
上
、

池
田
説
の
引
用
は
『
日
中
比
較
文
学
の
基
礎
研
究　

翻
訳
説
話
と
そ
の
典
拠

　

補
訂
版
』
所
収
「
百
詠
和
歌
と
李
嶠
百
詠
」
に
よ
る
。

32　

風
掃
大
夫
枝　

秦
の
始
皇
泰
山
に
幸
し
給
道
に
、
俄
に
風
雨
に
あ
ひ
て
、

松
の
下
陰
に
寄
て
雨
を
過
し
給
へ
り
。
此
故
に
五
の
松
樹
に
位
を
授
け
て

五
大
樹
と
云
り
。

ふ
ら
ぬ
日
は
お
な
じ
み
ど
り
の
松
の
枝
に
雨
の
め
ぐ
み
は
春
の
一
し
ほ

【
百　

詠
】

風
掃
大
夫
枝
（
風
は
大
夫
の
枝
を
掃
ふ
）

【
百
詠
注
】

風　
ハ

払
二

大
夫
松
一　
〈
史
記　
ニ

曰
、
秦
始
皇
封
二

大
山
一

、
逢
二

風
雨　
ニ

一

。
乃
隠カ
ク
ル

二

松

樹　
ニ

一

。
後　
ニ

遂
封　
シ
テ

二

五
松　
ヲ
　

一

為
二

大
夫　
ノ

松　
ト

一

也
〉（
風
は
大
夫
の
松
を
払
ふ
。〈
史

記
に
曰
く
、
秦
の
始
皇
、
大
山
に
封
じ
、
風
雨
に
逢
ふ
。
乃
ち
、
松
樹
に
隠
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『百詠和歌』注釈（二）

（
二
一
）

る
。
後
に
遂
に
五
松
を
封
じ
て
大
夫
の
松
と
為
す
な
り
。〉

【
語　

釈
】

○
掃　

は
き
清
め
る
。　

○
大
夫
枝　

大
夫
は
五
位
の
通
称
。
周
の
天
子
、

諸
侯
の
官
吏
で
卿
の
下
、
士
の
上
の
身
分
の
称
。
大
夫
の
松
は
秦
の
始
皇
帝

が
雨
宿
り
し
て
五
位
の
位
を
授
け
た
と
い
う
松
の
木
の
枝
。　

○
秦
の
始

皇　

紀
元
前
二
二
一
年
〜
二
〇
五
年
の
間
に
天
下
を
統
一
し
て
秦
国
を
築
い

た
帝
王
。
通
称
始
皇
帝
。　

○
泰
山　

中
国
山
東
省
に
あ
る
名
山
。　

○
幸

　

行
幸
。
天
子
が
出
行
す
る
こ
と
。
み
ゆ
き
。　

○
雨
を
過
す　

雨
宿
り
を

し
て
や
む
の
を
待
つ
。　

○
此
故
に　

松
の
木
が
雨
宿
り
の
宿
に
な
っ
て
く

れ
た
故
に
。　

○
ふ
ら
ぬ
日
は
お
な
じ
み
ど
り
の
松　

雨
の
降
ら
な
い
日
は

他
の
木
と
同
様
な
緑
色
の
葉
を
つ
け
て
い
る
松
。　

○
雨
の
め
ぐ
み　

雨
が

も
た
ら
す
恵
み
。
雨
が
樹
木
を
う
る
お
す
と
い
う
恵
み
。
こ
こ
で
は
、
皇
帝

か
ら
与
え
ら
れ
た
五
位
と
い
う
栄
誉
は
雨
が
も
た
ら
し
た
も
の
と
し
て
雨
の

恵
み
と
い
っ
た
。　

○
一
し
ほ　

一
し
ほ
は
布
を
染
め
汁
に
一
度
入
れ
て
浸

す
こ
と
。
緑
の
色
が
ひ
と
き
わ
鮮
や
か
に
な
る
こ
と
を
言
っ
た
。
一
し
め
り
。

ま
た
、
ひ
と
き
わ
き
わ
だ
つ
の
意
。
他
の
木
と
く
ら
べ
て
松
は
雨
の
恵
み
を

き
わ
だ
っ
て
多
く
受
け
る
。

【
通　

釈
】

〈
句
〉
風
は
五
位
の
栄
誉
を
与
え
ら
れ
た
松
の
木
の
枝
を
は
き
清
め
る
。

〈
注
〉
秦
の
始
皇
帝
が
泰
山
に
行
幸
な
さ
れ
た
途
中
、
俄
に
風
雨
に
遭
遇
し

て
、
松
の
木
の
下
に
立
ち
寄
っ
て
雨
宿
り
を
さ
れ
た
。
松
の
木
が
雨
宿
り
の

宿
に
な
っ
た
故
に
始
皇
帝
は
、
そ
の
五
本
の
松
樹
を
た
た
え
て
五
位
の
位
を

授
け
て
五
大
樹
と
呼
ん
だ
と
い
う
。

〈
歌
〉
雨
の
降
ら
な
い
日
は
他
の
木
々
と
同
じ
緑
の
松
の
枝
な
の
に
、
雨
の

よ
う
に
注
ぐ
天
の
恵
み
で
、
ひ
と
き
わ
栄
え
あ
る
松
に
な
っ
た
よ
。（
晴
れ

た
日
に
は
他
の
木
々
と
同
じ
緑
の
松
の
枝
な
の
に
、
春
雨
の
一
し
め
り
で
、

そ
の
緑
を
一
層
き
わ
立
た
せ
て
い
る
よ
。）

【
余　

考
】

句
中
の
「
掃
」
は
百
詠
注
の
諸
本
「
払
」
に
作
る
。
内
閣
文
庫
に
あ
る
百
詠

和
歌
の
一
本（
一
三
〇
─
一
）も「
払
」と
あ
る
。
も
う
一
本
は
（
一
三
〇
─

二
）
は
「
掃
」
と
な
っ
て
い
る
。
歌
に
詠
み
込
ま
れ
た
意
味
と
し
て
は
「
払
」

よ
り
「
掃
」
の
方
が
し
っ
く
り
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
百
詠
の
句
は
「
風

が
大
夫
の
枝
を
掃
う
」
と
あ
っ
て
、
五
位
の
栄
誉
を
与
え
ら
れ
た
松
の
枝
を

風
が
は
き
清
め
る
と
言
っ
て
い
る
の
に
、
歌
で
は
風
は
出
て
来
な
い
で
雨
だ

け
を
取
り
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
歌
題
に
合
わ
な
い
。
そ
れ
は
百
詠
注
に
引
く

史
記
の
句
中
に
「
秦
始
皇
封
二

大
山
一

、
逢
二

風
雨　
ニ

一

」
と
あ
る
雨
に
視
点
を
移

し
て
詠
ん
だ
た
め
と
思
わ
れ
る
。
光
行
注
に
も
「
俄
に
風
雨
に
あ
ひ
て
」
と

し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
歌
題
と
の
整
合
性
に
欠
け
る
。（

山
田
昭
全
）
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